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（
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※
文
献
か
ら
の
引
用
を
示
す
た
め
に
本
文
中
で
用
い
た
略
号
に
つ
い
て
は
、六
十
八
巻
六
号
に
記
載
し
た「
引
用
に
つ
い
て
」を
参
照
さ
れ
た
い
。
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に
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主
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論
の
完
成
（
一
九
二
八
年
）

　

本
稿
は
こ
れ
ま
で
の
章
に
お
い
て
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
、
民
主
主
義
に
関
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思

想
の
形
成
過
程
を
再
構
成
し
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
思
想
的
発
展
の
帰
結
と
理
論
的
成
果
と
し
て
、『
憲
法
論
』（
一
九
二
八
年
）
に
お
い
て

彼
の
民
主
主
義
論
が
ど
の
よ
う
に
し
て
完
成
さ
れ
た
の
か
を
解
明
す
る
。
第
一
に
、
本
稿
が
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
一
九
一
〇
年
代
以
来
の

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
観
の
発
展
過
程
を
概
観
し
、
国
家
的
統
一
を
重
視
す
る
点
で
、
彼
は
初
期
以
来
一
貫
し
た
政
治
的
価
値
観
を
有
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、国
家
を
「
人
民
の
政
治
的
状
態
」
と
捉
え
た
「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」（
初
版
、一
九
二
七
年
）
を
経
て
、『
憲
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法
論
』
で
は
「
人
民
の
政
治
的
統
一
」
と
し
て
国
家
が
定
義
さ
れ
る
経
緯
を
詳
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、『
独
裁
』（
一
九
二
一
年
）
以
来
、

彼
に
よ
り
論
じ
ら
れ
た
民
主
主
義
的
同
一
性
概
念
の
発
展
過
程
を
確
認
し
、『
憲
法
論
』
で
新
た
に
、「
政
治
的
に
統
一
さ
れ
た
人
民
と
経
験

的
に
存
在
す
る
人
民
と
の
一
致
」
と
し
て
、
同
一
性
概
念
が
定
式
化
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
、
同
一
性
概
念
と
対
に
な
る

政
治
的
構
成
原
理
と
し
て
、『
憲
法
論
』
で
定
式
化
さ
れ
た
代
表
概
念
の
発
展
過
程
を
詳
ら
か
に
す
る
。『
憲
法
論
』
で
は
、
一
九
一
〇
年
代

以
来
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
に
お
け
る
代
表
概
念
を
継
承
し
な
が
ら
も
、「
人
民
の
政
治
的
統
一
」
を
代
表
の
内
容
と
す
る
新
た
な
代
表
原
理

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
最
後
に
、〈
近
代
憲
法
の
政
治
体
制
は
同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
と
の
結
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
〉
と
す
る

命
題
は
ど
の
よ
う
に
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
民
主
主
義
的
同
一
性
原
理
自
体
に
内
在
す
る
限
界
に
関
す
る
彼
の
論
考
に

注
目
し
、
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
人
民
の
信
任
と
喝
采
を
受
け
る
政
治
指
導
者
で
あ
り
、
同
時
に
人
民
の
政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
者

と
し
て
、
す
な
わ
ち
同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
の
結
合
を
表
現
す
る
者
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い

う
こ
と
を
解
明
す
る
。

　

な
お
、
政
治
学
者
と
し
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
に
彼
の
主
著
で
あ
る
『
憲
法
論
』
を
検
討
の
対
象
と
す
る
上
で
、
本

稿
は
次
の
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
憲
法
論
』は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
の
注
釈
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

近
代
憲
法
の
構
成
を
〈
市
民
的
法
治
国
原
理
と
政
治
的
構
成
原
理
の
結
合
〉
と
見
る
彼
独
自
の
視
点
か
ら
一
貫
し
た
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る

と
し
て
も
、学
問
的
に
中
立
な
立
場
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
を
理
論
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
本
書
に
お
い
て
彼
は
、
自
分
自
身
の
政
治
的
価
値
判
断
や
政
治
的
主
張
を
前
景
に
押
し
出
す
こ
と
を
避
け
、
憲
法
解
釈
に
資
す
る
学

説
を
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
政
治
理
論
や
政
治
的
主
張
が
し
ば
し
ば
疑
問
視
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ァ
イ

マ
ル
憲
法
の
注
釈
書
と
し
て
、
そ
し
て
近
代
憲
法
の
解
説
書
と
し
て
本
書
が
現
在
も
な
お
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
帰
結
し
た
と
言
え

る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、「『
憲
法
論
』
で
何
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
も
っ
ぱ
ら
例
外
状
況
の
理
論
家
と
し
て
著
名
な
シ
ュ
ミ
ッ
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ト
自
身
の
手
に
よ
り
、
正
常
な
日
常
的
状
況
に
お
け
る
、
あ
く
ま
で
も
一
定
の
制
度
を
前
提
と
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ（

１
）る

」。

本
書
で
展
開
さ
れ
た
思
想
の
全
て
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
政
治
思
想
や
政
治
的
主
張
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、『
憲
法
論
』
を
考
察
対
象
と
す
る
際
に
は
、
本
書
の
こ
う
し
た
特
質
に
留
意
し
、
近
代
憲
法
に
つ
い
て
の
理
論
的
分
析
と
彼
自

身
の
政
治
的
主
張
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

第
一
節　
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
人
民
の
政
治
的
統
一
と
し
て
の
国
家

（
一
）
初
期
以
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
観
と
そ
の
発
展
過
程

　

本
稿
は
初
期
以
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
論
稿
に
見
出
さ
れ
る
彼
の
国
家
観
を
そ
の
都
度
詳
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家

観
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
通
観
す
る
。

　

教
授
資
格
申
請
論
文
（
一
九
一
四
年
）
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
を
実
現
す
る
主
体
と
し
て
の
国
家
像
を
描
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

国
家
に
よ
る
法
実
現
と
は
、〈
法
・
正
義
の
世
界
〉
か
ら
〈
事
実
・
経
験
的
世
界
〉
へ
の
「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」
の
媒
介
を
意
味
し
、

そ
れ
な
し
に
は
経
験
的
世
界
に
お
い
て
法
と
不
法
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。
彼
は
徹
底
的
な
人
間
性
悪
説
の
立
場
か
ら
、
国
家
が
成
立
す
る

以
前
の
状
態
に
お
い
て
は
「
夥
し
い
放
縦
で
偏
狭
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や
む
き
出
し
の
本
能
」
が
蔓
延
る
と
し
、
こ
れ
を
抑
制
し
無
害
化
し
え
た

こ
と
に
「
国
家
の
途
方
も
な
い
成
果
」
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
個
人
や
自
然
的
存
在
と
し
て
の
人
間
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
固
有

の
価
値
を
も
た
な
い
と
捉
え
、
国
家
に
よ
る
法
実
現
の
遂
行
に
貢
献
す
る
と
き
に
初
め
て
個
人
は
意
義
あ
る
存
在
と
な
り
う
る
と
論
じ
た
。

　

こ
う
し
た
国
家
観
と
人
間
観
の
基
盤
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
世
界
観
、
す
な
わ
ち
原
罪
思
想
と
、
神
観
念
お

よ
び
こ
れ
を
代
表
す
る
教
会
を
媒
介
し
て
世
俗
世
界
は
救
済
さ
れ
う
る
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
題
材
と
し
た
「
教
会
の
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可
視
性
」（
一
九
一
七
年
）
で
は
、
神
の
観
念
を
も
た
な
い
世
界
に
お
い
て
は
「
人
間
関
係
に
内
在
的
な
む
き
だ
し
の
世
俗
的
帰
結
」
と
し

て
不
正
義
が
横
行
す
る
様
子
が
悲
観
的
に
描
か
れ
、
そ
う
し
た
世
俗
的
帰
結
か
ら
人
間
を
救
う
も
の
と
し
て
、
神
観
念
を
世
俗
世
界
に
媒
介

す
る
課
題
を
も
つ
「
可
視
的
教
会
」
の
意
義
が
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
前
お
よ
び
大
戦
中
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

彼
自
身
の
有
す
る
神
学
的
世
界
観
に
基
づ
く
反
個
人
主
義
お
よ
び
悲
観
主
義
的
人
間
観
に
立
脚
し
て
、
国
家
の
価
値
を
賞
賛
す
る
国
家
主
義

的
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
次
大
戦
後
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
講
義
録
（
一
九
一
九
年
）
に
お
い
て
彼
は
、
国
家
的
統
一
と
主
権
の
確
立
は
絶
対
君
主
の
歴
史

的
成
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
宗
教
戦
争
を
経
て
君
主
が
国
家
の
統
一
を
保
証
す
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
、

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
統
一
を
保
証
す
る
者
と
し
て
の
教
皇
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
解
釈
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
教
皇
に
と
っ
て
は
公

会
議
が
教
会
の
統
一
に
と
っ
て
の
障
害
で
あ
り
、
克
服
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
見
做
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
君
主
に
と
っ
て
は
諸
身
分
の
代
表

が
国
家
の
統
一
に
と
っ
て
の
障
害
で
あ
り
、そ
の
排
除
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
こ
で
登
場
す
る「
統
一
と
い
う
新
た
な
思
想
」す
な
わ
ち
主
権
は
、

「
同
等
の
権
利
を
も
つ
者
の
間
の
契
約
に
基
づ
く
身
分
制
国
家
」を
二
元
主
義
と
捉
え
、こ
う
し
た
状
態
を「
秩
序
あ
る
共
同
体
内
部
の
対
立
」

す
な
わ
ち
「
ア
ナ
ー
キ
ー
と
内
乱
」
で
あ
る
と
し
て
克
服
す
べ
き
も
の
と
見
做
し
た
。
こ
の
よ
う
に
当
時
す
で
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
主
権
の

確
立
と
国
家
的
統
一
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

続
く
『
政
治
神
学
』（
一
九
二
二
年
）
に
お
い
て
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
絶
対
君
主
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
国
家
的
統
一
と
君
主
主
権
の
確
立

を
歴
史
的
功
績
と
し
て
評
価
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
近
代
以
降
に
支
配
的
と
な
る
人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
に
対
し
て
否
定
的
評
価
を

下
す
。
彼
は
反
革
命
の
国
家
哲
学
者
、
特
に
ド
ノ
ソ
・
コ
ル
テ
ス
か
ら
継
承
し
た
歴
史
認
識
方
法
を
独
自
に
発
展
さ
せ
、
神
学
的
な
い
し
形

而
上
学
的
世
界
像
と
政
治
形
式
の
同
一
性
を
認
識
す
る
と
い
う
政
治
神
学
的
方
法
を
定
式
化
し
た
。
こ
の
方
法
を
初
期
近
代
以
降
の
歴
史
に

適
用
し
、
絶
対
君
主
政
は
有
神
論
的
世
界
像
と
類
比
関
係
に
あ
る
と
捉
え
、
神
が
世
界
を
超
越
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
国
家
に
対
す
る
超
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越
を
特
徴
と
す
る
君
主
は
国
家
的
統
一
を
実
現
し
え
た
と
評
価
す
る
。
他
方
で
、
民
主
主
義
は
「
神
学
に
対
し
て
無
関
心
な
態
度
」
と
類
比

関
係
に
あ
り
、
人
民
主
権
は
内
在
性
と
同
一
性
を
特
徴
と
す
る
。
こ
う
し
た
人
民
主
権
は
決
断
主
義
的
性
格
、
人
格
主
義
的
性
格
を
欠
い
て

い
る
が
ゆ
え
に
、「
人
民
が
表
現
す
る
統
一
」
は
「
有
機
的
統
一
」
に
過
ぎ
ず
、
国
家
的
統
一
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
民

主
権
は
国
家
的
統
一
を
達
成
し
、
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
否
定
的
に
評
価
す
る
。
以
上
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
国
家
的
統
一
の

達
成
の
可
否
を
根
拠
と
し
て
、
君
主
主
権
と
君
主
主
義
に
対
し
て
高
い
評
価
を
、
人
民
主
権
と
民
主
主
義
に
対
し
て
否
定
的
評
価
を
下
し
た

の
で
あ
る
。

　

議
会
主
義
論
初
版
以
降
、
彼
は
君
主
主
義
的
正
統
性
の
終
焉
と
民
主
主
義
的
正
統
性
の
確
立
を
歴
史
的
趨
勢
と
し
て
認
め
、
民
主
主
義
に

つ
い
て
む
し
ろ
積
極
的
に
論
じ
る
よ
う
に
な
る
。
右
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
彼
に
と
り
国
家
的
統
一
は
、
絶
対
君
主
に
よ
り
初
め
て
達
成
さ

れ
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
ゆ
え
に
、
君
主
政
な
い
し
君
主
主
権
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
現
実
と
し
て
の
、
十
一
月
革
命
を

経
て
成
立
し
た
人
民
主
権
原
理
に
基
づ
く
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
国
家
的
統
一
を
維
持
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
が
、

当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
一
性
概
念
に
対
す
る
独
自
の
分
析
を
通
じ
て
、
人
民
の
意
志
は
形
成
可

能
で
あ
る
と
議
論
を
転
換
す
る
こ
と
で
、
単
一
の
人
民
の
意
志
を
想
定
し
、
民
主
主
義
に
お
い
て
も
国
家
的
統
一
は
実
現
可
能
で
あ
る
と
論

じ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」（
初
版
、
一
九
二
七
年
）
で
は
、
国
家
は
「
本
質
的
に
政
治
的
統
一
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
し
か
も
「
人

民
の
政
治
的
状
態
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、彼
の
国
家
観
に
お
い
て
新
た
に
、人
民
と
い
う
契
機
が
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
論
稿
で
は
国
際
関
係
論
の
文
脈
で
人
民
の
政
治
的
状
態
と
し
て
の
国
家
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
政
治
的
統
一
と
は
対
外
的
統
一

を
意
味
し
て
い
た
。

　

国
家
と
人
民
の
関
係
は
、『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』（
一
九
二
七
年
）
に
お
い
て
、　

モ
ム
ゼ
ン
お
よ
び
Ｅ
．
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
か
ら
の
理

Th.
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論
的
継
承
を
経
て
、
よ
り
詳
し
く
考
察
さ
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、　

モ
ム
ゼ
ン
の
歴
史
研
究
に
倣
い
、
人
民
の
政
治
的
意
志
決
定
に
は
政

務
官
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
人
民
の
政
治
的
活
動
は
「
特
殊
に
政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
性
格
」
を
も
つ
政
務
官
の
提
起
す
る
問
い
の

形
式
に
依
存
す
る
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
、ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
喝
采
概
念
研
究
か
ら
示
唆
を
得
て
、人
民
と
国
家
お
よ
び
喝
采
の
不
可
分
性
を
、

そ
し
て
喝
采
を
媒
介
と
し
て
人
民
と
政
治
指
導
者
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
人
民
な
く
し
て
国
家
は
な
く
、
喝
采
な
く

し
て
人
民
は
な
」
く
、
人
民
に
と
り
、
政
治
指
導
者
に
対
す
る
喝
采
こ
そ
が
不
可
譲
の
権
利
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
彼
は
、
人
民
に
と
り

政
治
的
統
一
の
代
表
と
し
て
の
政
務
官
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
り
、
人
民
と
指
導
者
へ
の
喝
采
は
不
可
分
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
示
し
て
い

た
。

（
二
）『
憲
法
論
』
に
お
け
る
人
民
の
政
治
的
統
一
と
し
て
の
国
家
観

　
『
憲
法
論
』に
お
い
て
国
家
を
定
義
す
る
際
に
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ま
ず
、近
代
国
家
の
前
史
と
そ
の
成
立
過
程
を
概
論
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

中
世
後
期
の
西
洋
に
お
け
る
政
治
的
状
態
、
す
な
わ
ち
身
分
制
国
家
に
お
い
て
は
、
実
際
上
も
、
意
識
の
上
で
も
、
政
治
的
統
一
の
存
在
は

疑
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
既
得
権
と
特
権
の
混
合
」
か
ら
な
る
身
分
制
国
家
は
、「
以
前
存
立
し
た
政
治
的
統
一
の
解
体
過
程
」
と
し
て

現
れ
た
（V

L:45

）。

　

英
国
に
お
い
て
は
、
英
国
議
会
が
「
国
王
に
対
す
る
闘
争
に
お
い
て
、
国
民
的
（national

）
す
な
わ
ち
政
治
的
統
一
の
担
い
手
と
し
て

現
れ
た
」（V

L:45

）。
そ
の
際
に
議
会
は
「
英
国
の
政
治
的
統
一
の
代
表
（V

ertreter, Repräsentant

）」
と
し
て
行
為
し
、
国
王
と
議
会

と
の
間
の
契
約
上
の
確
約
と
し
て
成
立
し
た
権
利
の
章
典
に
お
い
て
、
す
で
に
政
治
的
統
一
の
存
立
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
（V

L:47

）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
英
国
以
外
の
大
部
分
の
西
洋
諸
国
家
に
お
い
て
は
、
政
治
的
統
一
は
絶
対
君
主
の
作
為
の
所
産
で
あ
っ
た
。「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
に
お
い
て
は
、す
な
わ
ち
ス
ペ
イ
ン
、フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
領
邦
国
家
に
お
い
て
は
、近
代
国
家
は
、君
主
が
「
絶
対
的
」
と
な
る
こ
と
、

Th.
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す
な
わ
ち
既
得
権
を
も
つ
封
建
的
な
諸
身
分
の
諸
権
利
が
排
除
さ
れ
、
か
の
封
建
的
諸
状
況
が
基
づ
い
て
い
た
現
状
の
（status quo

）
正

統
性
原
理
を
打
破
し
、
否
認
す
る
こ
と
を
通
じ
て
成
立
し
た
」（V

L:48f.

）。
前
述
し
た
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
講

義
録
以
来
、国
家
的
統
一
は
絶
対
君
主
の
歴
史
的
成
果
で
あ
る
と
論
じ
て
お
り
、こ
う
し
た
歴
史
理
解
は
『
政
治
神
学
』
を
経
て
『
憲
法
論
』

に
お
い
て
も
基
本
的
に
継
承
さ
れ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、「
国
家
の
主
権
的
統
一
」
お
よ
び
国
家
を
人
民
の

0

0

0

政
治
的
統
一
で
あ
る
と
す
る

一
九
二
七
年
版
「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」
に
見
出
さ
れ
る
新
た
な
国
家
観
が
引
き
継
が
れ
、『
憲
法
論
』
で
は
従
来
の
「
国
家
的
統
一
」

に
代
わ
り
、
政
治
的
統
一
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
西
洋
の
大
部
分
の
諸
国
家
に
お
い
て
、
政
治
的
統
一

0

0

0

0

0

は
君
主
の
絶
対
主
義
の
成
果
で
あ
っ
た
〔
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（V

L:47

）。

　
『
政
治
神
学
』
と
同
様
に
、君
主
の
「
絶
対
性
」
と
は
、君
主
が
「
法
よ
り
解
放
さ
れ
て
い
る
（legibus solutus

）」
こ
と
を
意
味
す
る
と
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
論
じ
る
。
君
主
は
「
君
主
自
身
が
決
定
す
る
政
治
的
理
由
か
ら
、
諸
身
分
の
正
統
な
要
求
や
既
存
の
特
権
、
協
定
を
無
視
す
る
権

限
と
能
力
を
も
つ
」（V

L:49

）。
そ
し
て
、
政
治
的
統
一
の
包
括
的
な
状
態
は
、
諸
身
分
や
教
会
の
存
在
と
い
っ
た
他
の
全
て
を
相
対
化
し
、

自
ら
の
内
に
吸
収
す
る
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
「
近
代
国
家
は
主
権
的
で
あ
り
、
そ
の
国
家
権
力
は
不
可
分
で
あ
る
」（V

L:49

）。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、『
憲
法
論
』で
は
、従
来
の
国
家
的
統
一
と
い
う
表
現
に
代
わ
り
、新
た
に
政
治
的
統
一
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
た
。

ま
た
、
一
九
一
九
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
講
義
録
以
来
論
じ
ら
れ
た
、
初
期
近
代
の
絶
対
君
主
に
よ
り
国
家
的
統
一
が
達
成
さ
れ
た
と

す
る
近
代
国
家
の
成
立
過
程
、
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
の
認
識
が
引
き
続
き
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
上
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
国
家
を
「
人
民
の
特
定
の
状
態
、
し
か
も
人
民
の
政
治
的
統
一
の
状
態
」（V

L:205

）、「
人
民
の
政
治
的
統

一
」（V

L:3

）
と
定
義
す
る
。
先
に
見
た
通
り
、「
人
民
の
政
治
的
統
一
」
と
し
て
の
国
家
観
は
一
九
二
七
年
版
「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」

に
初
め
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
表
面
的
に
は
こ
う
し
た
国
家
観
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
一
九
二
七
年
版
「
政
治
的
な

も
の
の
概
念
」
で
は
、
友
と
敵
を
区
別
す
る
と
い
う
政
治
的
性
格
に
基
づ
い
て
、「
単
な
る
社
会
的
─
結
社
的
な
も
の
」
か
ら
区
別
さ
れ
る
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も
の
と
し
て
、
国
家
＝
人
民
の
政
治
的
統
一
が
定
義
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
諸
民
族
間
の
関
係
な
い
し
国
際
関
係
を
論
じ
る
文
脈
で
、

諸
外
国
に
対
す
る
一
単
位
と
し
て
、
す
な
わ
ち
対
外
的
な

0

0

0

0

も
の
と
し
て
の
政
治
的
統
一
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
憲
法

論
』
で
は
、
国
内
の
構
成
員
の
「
同
種
性
」
に
基
づ
く
内
政
上

0

0

0

の
統
一
が
国
家
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
民
の
政
治
的
統

一
と
い
う
概
念
の
内
容
が
、
対
外
的
統
一
か
ら
内
政
上
の
統
一
へ
と
転
換
し
て
い
る
の
で
あ（

２
）る

。

（
三
）
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
と
し
て
の
人
民

　

こ
の
よ
う
に
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
近
代
国
家
と
は
人
民
の
政
治
的
統
一
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
家
の
定
義

は
、
具
体
的
に
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
は
人
民
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
憲
法
の
妥
当
性
は
人
民
の
意
志
に
立
脚
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

（V
L:88

）。
そ
し
て
、
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
が
人
民
で
あ
る
と
す
る
思
想
に
よ
っ
て
民
主
主
義
憲
法
の
正
統
性
、
お
よ
び
民
主
主
義
的
正

統
性
は
基
礎
付
け
ら
れ
る
と
述
べ
る
。「
国
家
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
決
定
の
主
体
は
人
民
で
あ
る
。
国
家
は
人
民
の
政
治
的
状
態
で
あ
る
。

国
家
的
実
存
の
様
態
と
形
式
は
、
民
主
主
義
的
正
統
性
の
原
理
に
従
い
、
人
民
の
自
由
な
意
志
を
通
じ
て
規
定
さ
れ
る
」（V

L:90

）。

　

周
知
の
通
り
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
は
人
民
で
あ
る
と
す
る
、
人
民
主
権
原
理
に
基
づ
く
思
想
は
、
Ａ
．
シ
ィ
エ
ス
の
理
論
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
『
独
裁
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
シ
ィ
エ
ス
の
制
定
権
力
論
に
言
及
し
、
シ
ィ
エ
ス
が
ル
ソ
ー
に
よ
り
批

判
さ
れ
た
代
表
思
想
を
人
民
主
権
原
理
と
結
び
つ
け
た
点
を
強
調
し
て
い
た
。

　
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
明
示
的
に
シ
ィ
エ
ス
の
憲
法
制
定
権
力
論
を
受
容
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に

よ
れ
ば
、
国
家
す
な
わ
ち
人
民
の
政
治
的
統
一
自
体
は
、
憲
法
制
定
以
前
に
所
与
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

人
民
の
政
治
的
統
一
は
憲
法
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
人
民
の
政
治
的
統
一
の
存
在

0

0

自
体
は
憲
法
制
定
の
前
提
で
あ
る
と
さ
れ

る
一
方
、
政
治
的
統
一
の
実
存
形
式
と
様
態

0

0

0

0

0

0

0

は
、
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
の
意
志
に
よ
る
憲
法
制
定
を
通
じ
て
規
定
さ
れ
る
。「
憲
法
制
定
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権
力
は
政
治
的
意
志
で
あ
り
、そ
の
権
力
な
い
し
権
威
は
、自
己
の
政
治
的
実
存
の
様
態
と
形
式
に
つ
い
て
具
体
的
な
全
体
的
決
定
を
下
し
、

そ
れ
ゆ
え
政
治
的
統
一
の
実
存
を
全
体
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（V
L:75f.

）。
つ
ま
り
人
民
の
政
治
的
統
一
が
憲
法
制
定
の
意

志
を
も
ち
、
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
的
統
一
の
実
存
形
式
と
様
態
が
規
定
さ
れ
る
（V

L:21

）。「
そ
の
よ
う
な
憲
法
は
、
政

治
的
統
一
が
制
定
権
力
の
担
い
手
を
通
じ
て
、
自
己
自
身
に
対
し
て
行
い
、
自
己
自
身
に
与
え
る
意
識
的
決
定
で
あ
る
」（Ebd.

）。
憲
法
制

定
権
力
の
主
体
で
あ
る
人
民
が
政
治
的
統
一
の
あ
り
方
に
つ
い
て
決
定
し
た
内
容
、
す
な
わ
ち
、
人
民
に
よ
る
基
本
的
な
政
治
的
決
定
こ
そ

が
「（
積
極
的
意
味
に
お
け
る
）
憲
法
」
で
あ
り
、「
憲
法
の
本
質
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
憲
法
」
は
人
民
に
よ
る
基
本
的
な
政
治
的

決
定
で
あ
る
「
憲
法
の
本
質
」
を
含
ま
な
い
単
な
る
憲
法
法
律
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（V

L:23

）。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
の
政
治
的
統
一
と
し
て
国
家
を
定
義
し
た
上
で
、
制
定
権
力
論
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
憲
法
制
定

権
力
の
主
体
で
あ
る
人
民
の
政
治
的
統
一
に
よ
る
決
定
の
所
産
と
し
て
憲
法
を
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。

第
二
節　
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
民
主
主
義
的
同
一
性
概
念

（
一
）
民
主
主
義
的
同
一
性
の
基
礎
─
─
同
質
性
、
国
民
的
同
質
性
か
ら
同
種
性
へ

　

第
四
章
で
確
認
し
た
通
り
、
議
会
主
義
論
文
第
二
版
序
文
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
の
間
に
自
然
に
存
在
す
る
「
同
質
性
」
を
民

主
主
義
的
同
一
性
の
立
脚
す
る
基
礎
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
は
、人
民
の
政
治
的
統
一
は
「
同
種
性
」

に
基
づ
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
人
民
は
す
で
に
直
接
的
所
与
と
し
て
、
確
固
と
し
た
自
然
的
限
界
の
結
果
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
他
の
諸
理

由
か
ら
、
強
力
で
意
識
的
な
同
種
性

0

0

0

（Gleichartigkeit

）
に
基
づ
い
て
、
政
治
的
に
行
動
能
力
を
も
ち
う
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
人
民
は
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実
在
的
に
現
在
す
る
力
と
し
て
、
自
己
自
身
と
の
直
接
的
同
一
性
の
点
で
政
治
的
統
一
で
あ
る
〔
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（V

L:205

）。

　
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
も
「
同
質
性
」
と
い
う
語
は
引
き
続
き
用
い
ら
れ
る
が
、
民
主
主
義
的
同
一
性
と
人
民
の
政
治
的
統
一
に
つ
い
て

論
じ
る
際
に
、
議
論
の
重
心
は
「
同
種
性
」
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、『
憲
法
論
』
で
新
た
に
付
加
さ
れ
る
「
国
民
的
同
質
性
」

お
よ
び
「
同
種
性
」
概
念
の
内
実
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
概
念
と
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
従
来
用
い
ら
れ
た
同
質
性
概
念
と
の
関
係
を
考
察

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
主
主
義
的
同
一
性
の
基
礎
づ
け
に
関
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
構
想
の
発
展
過
程
を
、
す
な
わ
ち
民
主
主
義
的
同
一
性

の
基
礎
と
し
て
当
初
想
定
さ
れ
た
同
質
性
概
念
か
ら
、
国
民
的
同
質
性
、
同
種
性
へ
と
議
論
が
展
開
し
て
い
く
過
程
を
跡
付
け
る
こ
と
を
試

み
る
。

同
質
性
、
同
種
性
概
念
の
歴
史
的
起
源
と
し
て
の
国
民
的
同
質
性

　

先
に
言
及
し
た
通
り
、『
憲
法
論
』に
お
い
て
は
、同
種
性
概
念
こ
そ
が
人
民
の
政
治
的
統
一
の
基
礎
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
同
時
に
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
、
同
種
性
概
念
の
歴
史
的
前
提
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
「
国
民
的
同
質
性
」
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
歴
史
的
意
義
と
成
果
は
、
人
民
を
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
と
し
て
構
成
す（

３
）る

と
と
も
に
、「
自
己
の
政
治
的
実
存

を
意
識
す
る
国
民
（N

ation

）」
を
創
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。「
国
民
」
は
単
な
る
所
与
の
実
在
と
し
て
の
人
民
と
は
異
な
り
、「
政
治
的
に

実
存
す
る
力
（Größe

）
と
し
て
の
人
民
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
国
民
と
は
「
端
的
に
政
治
的
意
識
へ
と
目
覚
め
た
、行
為
能
力
あ
る
人
民
」

（V
L:49f.

）
を
意
味
す
る
。
歴
史
的
に
は
、
こ
う
し
て
創
出
さ
れ
た
国
民
概
念
を
端
緒
と
し
て
、
十
九
世
紀
に
国
民
国
家
思
想
が
台
頭
し
、

兵
役
義
務
と
普
通
選
挙
権
の
導
入
を
前
提
と
し
て
政
治
的
民
主
化
が
進
展
し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
国
民
国
家
に
お
い

て
、民
主
主
義
の
前
提
は
「
国
民
的
同
質
性
」
で
あ
っ
た
（V

L:231

）
と
論
じ
る
。
一
国
家
は
一
国
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

一
国
家
は
一
国
民
だ
け
を
包
含
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
「
国
民
国
家
原
理
（N

ationalitätsprinzip

）」
に
従
い
、
一
国
民
に
よ
り
構
成
さ
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れ
た
国
家
だ
け
が
「
正
常
な
国
家
」
と
見
做
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
国
民
と
は
同
質
的
な
人
民
で
あ
り
、
国
民
国
家
に
お
け
る
民
主
主
義
の
前

提
は
、国
民
と
し
て
の
人
民
の
同
質
性
す
な
わ
ち
「
国
民
的
同
質
性
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、国
民
国
家
に
お
け
る
人
民
の
平
等
の
実
質
は
「
国

民
的
な
も
の
（das N

ationale

）」
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
（V

L:231

）。

階
級
的
同
質
性
の
登
場
─
─
民
主
主
義
の
普
遍
的
基
礎
と
し
て
の
人
民
の
同
種
性
へ

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
国
民
概
念
お
よ
び
国
民
国
家
概
念
、
そ
し
て
国
民
国
家
に
お
け
る
民
主
主
義
の
前
提
と
し
て
の

「
国
民
的
同
質
性
」
の
概
念
は
歴
史
的
に
多
大
な
意
義
を
持
っ
た
と
論
じ
る
。
た
だ
し
彼
は
、一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ア
十
月
革
命
と
ボ
ル
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
独
裁
を
目
撃
し
た
現
代
国
家
で
は
、国
民
概
念
お
よ
び
「
国
民
的
同
質
性
」
の
概
念
は
相
対
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

彼
に
よ
れ
ば
、ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
家
は
、従
来
の
国
民
国
家
が
基
礎
と
し
た「
国
民
的
同
質
性
」に
代
替
す
る
も
の
と
し
て
、「
階
級
の
同
質
性
」

な
い
し
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
同
質
性
」
に
基
づ
く
（V

L:233

）
国
家
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
階
級
概
念
と
は
、
本
来
の
マ
ル
ク
ス

の
理
論
に
お
け
る
純
粋
な
経
済
的
概
念
で
は
な
く
、政
治
的
概
念
で
あ
り
、一
つ
の
階
級
が
国
家
を
支
配
す
る
な
ら
ば
、そ
の
階
級
こ
そ
が「
国

家
に
お
け
る
人
民
」
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
階
級
の
同
質
性
」
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
国
家
に
お
い
て
も
、「
人
民
と
い
う
民
主
主
義
的

概
念
」
は
、
従
来
の
国
民
国
家
概
念
に
お
い
て
と
同
様
に
意
義
を
も
ち
続
け
る
。

　

そ
の
上
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
民
主
主
義
の
中
心
概
念
は
決
し
て
普
遍
的
人
類
一
般
で
は
な
く
、
常
に
限
定
さ
れ
た
「
人
民
」
で
あ
り
、
民

主
主
義
的
平
等
の
基
礎
は
「
人
民
の
同
種
性
」
に
基
づ
く
（V

L:234
）
と
論
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
的
同
質
性
に
基
づ
く
国
家
に
お

い
て
も
、
階
級
的
同
質
性
に
基
づ
く
国
家
に
お
い
て
も
、
常
に
「
人
民
の
同
種
性
」
こ
そ
が
民
主
主
義
的
平
等
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
と
説
明
す
る
。
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同
質
性
か
ら
同
種
性
へ

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
議
会
主
義
論
第
二
版
序
文
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
に
お
け
る
国
家
は
契
約
に
基
づ
く

の
で
は
な
く
、
同
質
性
に
基
づ
く
と
論
じ
た
。
ル
ソ
ー
の
理
論
は
社
会
契
約
と
い
う
自
由
主
義
的
外
観
を
も
つ
が
、
そ
こ
で
表
明
さ
れ
る
一

般
意
志
は
実
際
に
は
人
民
の
同
質
性
を
意
味
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。『
憲
法
論
』
に
お
い
て
も
彼
は
同
様
に
、
ル
ソ
ー
に
お
け
る
「
国
家

は
契
約
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
人
民
の
同
質
性
と
、
人
民
の
自
己
自
身
と
の
同
一
性
に
基
づ
く
」
と
述
べ
、
こ
れ
こ
そ
が
「
民
主
主
義
思

想
の
最
も
強
力
で
、
最
も
首
尾
一
貫
し
た
表
現
で
あ
る
」（V
L:229f.

）
と
す
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
─
─
「『
社
会
契
約
論
』
に

お
け
る
ル
ソ
ー
の
理
論
に
お
い
て
も
、
完
全
な
同
種
性
が
国
家
の
真
の
基
礎
で
あ
る
」（V

L:229

）。
こ
の
よ
う
に
『
憲
法
論
』
で
は
、
民

主
主
義
は
人
民
の
同
一
性
お
よ
び
同
質
性
に
基
づ
く
と
い
う
従
来
の
議
論
が
踏
襲
さ
れ
る
一
方
で
、
新
た
に
「
同
種
性
」
と
い
う
概
念
が
政

治
的
統
一
の
基
礎
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ル
ソ
ー
の『
社
会
契
約
論
』に
お
け
る「
国
家
の
真
の
基
礎
」で
あ
る
と
さ
れ
、政
治
的
統
一
の
基
礎
と
し
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た「
同
種
性
」

概
念
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
人
民
が
望
む
も
の
は
、
人
民
が
望
む
が
ゆ
え
に
、
常
に
善
で
あ
る
。
現
実
に

不
一
致
の
者
は
存
在
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
全
て
の
者
が
同
一
の
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。
も
し
誰
か
が
不
一
致
で
あ
る
場
合
に
は
、
彼
は
自

己
の
真
の
、
よ
り
良
い
意
志
に
つ
い
て
勘
違
い
し
て
い
た
の
で
あ
る
」（V

L:229

）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
人
民
の
意
志
に
対
す
る

理
解
に
基
づ
き
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
独
裁
に
典
型
的
に
見
出
さ
れ
る
「
徳
の
支
配
」
の
論
理
が
正
当
化
さ
れ
る
と
言
う
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義

者
に
と
り
、「
政
治
的
敵
対
者
は
「
徳
（vertu

）」
を
も
た
な
い
、す
な
わ
ち
正
し
い
政
治
的
信
念
と
「
愛
国
心
（civism

e

）」
を
も
た
な
い
」

者
で
あ
る
。
敵
対
者
は
愛
国
者
で
は
な
い
か
ら
、
法
の
保
護
に
値
し
な
い
と
見
做
す
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
す
る
論
理
は
、「
い
か
に
政
治

的
平
等
に
と
り
、不
平
等
が
必
然
的
な
相
関
概
念
と
し
て
対
応
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
殊
更
明
瞭
に
示
し
て
い
る
」（V

L:230

）。「
ジ
ャ

コ
バ
ン
主
義
的
独
裁
の
実
践
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
民
主
主
義
的
平
等
の
前
提
の
意
義
が
示
さ
れ
た
」。
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こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
、ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
の
延
長
線
上
で
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
独
裁
を
理
解
す
る
。

こ
れ
は
、
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
の
必
然
的
な
論
理
的
帰
結
と
し
て
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
独
裁
を
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
主
権
独
裁
の
典
型
例
と

し
た
『
独
裁
』
に
お
け
る
議
論
と
同
様
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
独
裁
』
に
お
い
て
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
独
裁
を
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論

の
実
践
的
帰
結
と
し
て
捉
え
て
い
た
が
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
は
、
民
主
主
義
が
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
独
裁
か
ら
連
続
的
に
理
解
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
同
種
性
概
念
に
は
、
人
種
主
義
を
含
意
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
余
地
が
多
分
に
あ
り
、
ナ
チ
ズ
ム
の
人
種
主
義
政
策
と

の
共
通
性
が
想
起
さ
れ
る
。
た
だ
し
、『
憲
法
論
』
を
執
筆
し
て
い
た
当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ど
の
程
度
、
自
覚
的
に
こ
の
概
念
を
使
用
し

た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ナ
チ
党
が
権
力
を
掌
握
す
る
時
期
ま
で
を
対
象
と
し
た
包
括
的
な
研
究
に
よ
っ
て
解
答
が
与
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、『
政
治
神
学
』
以
来
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
一
連

の
同
一
性
」
と
し
て
の
民
主
主
義
の
定
義
は
、『
憲
法
論
』
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
継
承
さ
れ
る
も
の
の
、こ
れ
を
基
礎
付
け
る
も
の
と
し
て
、

議
会
主
義
論
第
二
版
序
文
に
お
い
て
は
同
質
性
概
念
が
、『
憲
法
論
』
で
は
同
種
性
概
念
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
近
代
憲
法
の
政
治
的
形
式
と
し
て
の
同
一
性
原
理

『
憲
法
論
』
に
お
け
る
民
主
主
義
的
同
一
性

　

前
著
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
で
は
、　

モ
ム
ゼ
ン
の
ロ
ー
マ
国
法
研
究
お
よ
び
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
神
学
研
究
を
典
拠
と
し
て
、
人
民

自
体
は
本
来
行
為
能
力
を
も
た
ず
、
そ
の
政
治
的
決
定
に
は
政
務
官
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
現
に
集
合
し
て
い
る
人
民
に

よ
る
指
導
者
へ
の
喝
采
を
通
じ
て
の
み
、
人
民
は
行
為
能
力
を
も
つ
と
さ
れ
た
。『
憲
法
論
』
に
お
い
て
も
、
行
為
能
力
を
持
ち
う
る
の
は
、

Th.
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人
民
全
体
で
は
な
く
、
現
に
「
集
合
し
た
能
動
的
公
民
」
で
あ
り
、
人
民
の
う
ち
の
成
人
が
「
共
同
体
あ
る
い
は
軍
隊
と
し
て
集
合
し
て
い

る
瞬
間
に
お
い
て
の
み
行
為
し
う
る
」（V

L:206

）
と
述
べ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
に
「
集
合
し
た
能
動
的
公
民
」
と
し
て
具
体
的
に
存
在

す
る
人
民
の
集
合
体
は
、そ
れ
自
体
と
し
て
人
民
の
政
治
的
統
一
と
同
一
で
は
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、人
民
の
政
治
的
統
一
と
は
、

現
実
に
存
在
す
る
経
験
的
な
人
民
の
集
合
体
で
は
な
く
、「
あ
る
場
所
に
集
合
し
た
集
会
を
超
越
し
、
ま
た
集
会
の
瞬
間
を
超
越
し
た
」
も

の
で
あ
る
（V

L:206
）。
つ
ま
り
、「
そ
の
都
度
現
前
し
て
い
る
人
民
」
す
な
わ
ち
具
体
的
、
自
然
的
に
存
在
す
る
人
民
か
ら
区
別
さ
れ
た
、

経
験
を
超
越
し
た
「
政
治
的
統
一
と
し
て
の
人
民
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
規
範
的
当
為
と
し
て
の
人
民
の
政
治
的
統
一
と
自
然
的
に
存
在
す
る
人
民
の
集
合
と
を
峻
別
し
た
上
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
両

者
の
一
致
こ
そ
が
民
主
主
義
的
同
一
性
で
あ
る
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、「
そ
の
都
度
現
前
す
る
人
民
と
政
治
的
統
一
と
し
て
の
自
己
自
身

と
の
同
一
性
」（V

L:205

）
こ
そ
が
、
近
代
憲
法
の
政
治
的
構
成
部
分
を
成
す
政
治
的
形
式
原
理
、
す
な
わ
ち
同
一
性
原
理
で
あ
る
。
彼
に

よ
れ
ば
、「
そ
の
都
度
現
前
す
る
人
民
と
政
治
的
統
一
と
し
て
の
自
己
自
身
と
の
同
一
性
」
の
た
め
の
条
件
は
、
人
民
が
「
固
有
の
政
治
的

意
識
と
国
民
的
意
志
に
基
づ
き
、
友
と
敵
を
区
別
す
る
能
力
を
持
つ
」
こ
と
で
あ
る
（V

L:214

）。
こ
の
同
一
性
原
理
は
「
人
民
の
な
い
国

家
は
存
在
せ
ず
、そ
れ
ゆ
え
人
民
は
現
前
す
る
力
と
し
て
常
に
現
実
に
居
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
想
に
基
づ
く
（V

L:205

）

も
の
で
あ
り
、「
人
民
の
政
治
的
統
一
と
し
て
の
国
家
」
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

民
主
主
義
的
同
一
性
の
第
一
の
限
界
─
─
同
一
性
原
理
の
貫
徹
の
原
理
的
な
不
可
能
性

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
民
主
主
義
的
同
一
性
に
は
、
そ
れ
自
体
に
い
く
つ
か
の
限
界
が
あ
る
。
そ
の
第
一
の
限
界
は
、
民
主
主
義

的
同
一
性
の
絶
対
的
な
貫
徹
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
、
同
一
性
原
理
に
内
在
す
る
「
自
然
的
限
界
」（V

L:277

）
で
あ
る
。

　

先
に
見
た
通
り
、
同
一
性
原
理
は
「
そ
の
都
度
現
前
す
る
人
民
と
政
治
的
統
一
と
し
て
の
自
己
自
身
と
の
同
一
性
」
を
意
味
す
る
が
、
実
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際
に
は
、「
そ
の
都
度
現
前
し
て
い
る
人
民
と
政
治
的
統
一
と
し
て
の
自
己
と
が
完
全
に
絶
対
的
に
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
な

る
場
所
、
い
か
な
る
瞬
間
に
お
い
て
も
な
い
」（V

L:207

）。
す
な
わ
ち
実
際
に
現
前
す
る
人
民
と
、
想
定
さ
れ
た
「
政
治
的
統
一
と
し
て

の
人
民
」
と
が
絶
対
的
に
一
致
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
は
一
致
し
て
い
る
と
見
做
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
「
そ
の
都
度
現
前
し
て
い
る
人
民
」
は
「
政
治
的
統
一
と
し
て
の
人
民
」
を
代
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
だ
、
と

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
主
張
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
に
お
い
て
行
動
能
力
を
も
つ
人
民
と
し
て
の
「
集
合
し
た
能
動
的
公
民
」
は
、「
人

民
の
政
治
的
統
一
の
総
計
で
は
な
く
、
彼
ら
は
政
治
的
統
一
を
代
表
し
て
い
る
」
は
ず
で
あ
る
（V

L:206

）。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
も
そ
も
民

主
主
義
的
同
一
性
の
概
念
は
、
集
合
し
た
人
民
は
政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
と
い
う
擬
制
を
潜
在
的
に
含
ん
で
い
る
。
以
上
に
見
た
よ
う
に

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
民
主
主
義
的
同
一
性
の
原
理
の
み
に
よ
っ
て
政
治
社
会
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
と
対
に
な
る
原
理
と

し
て
、
代
表
原
理
に
よ
る
補
完
が
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
と
論
じ
る
。

　

さ
ら
に
彼
は
、
民
主
主
義
に
お
い
て
人
民
を
構
成
す
る
各
個
人
も
ま
た
、
公
民
全
体
の
代
表
者
と
擬
制
的
に
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
述
べ
る
。
近
代
の
議
会
制
度
に
お
い
て
、
議
員
が
「
全
人
民
の
代
表
者
（V

ertreter

）」「
代
表
（Repräsentation

）」
と
見
做
さ
れ

る
と
い
う
擬
制
は
、
民
主
主
義
に
お
い
て
は
各
個
人
に
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
人
民
の
構
成
員
は
、
自
己
の
私
的
利
害
に
基
づ
く
の
で

は
な
く
、
公
民
（Staatsbürger

）
と
し
て
、
公
民
全
体
の
代
表
者
と
見
做
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「（
ル
ソ
ー
が
常
に
強
調
し
た
よ
う

に
、）
個
々
の
公
民
は
「
自
然
的
な
」
所
与
と
し
て
の
個
人
（Einzelm

ensch

）
と
し
て
で
は
な
く
、
公
民
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
シ
ト
ワ

イ
ア
ン
（citoyen

）」
と
し
て
現
前
す
る
」。
そ
し
て
、「
投
票
権
を
も
つ
個
々
の
公
民
は
、
私
人
、
私
的
利
害
関
係
者
と
し
て
で
は
な
く
、

「
シ
ト
ワ
イ
ア
ン
」
と
し
て
現
れ
る
」。
議
会
制
度
に
お
い
て
議
員
を
選
出
す
る
場
合
に
も
、
ま
た
は
人
民
投
票
に
よ
っ
て
政
務
官
が
提
起
す

る
問
い
に
対
し
て
是
か
非
か
を
回
答
す
る
場
合
に
も
、
個
々
人
は
私
人
と
し
て
で
は
な
く
公
民
全
体
の
代
表
と
し
て
行
為
す
べ
き
で
あ
る
と

想
定
さ
れ
る
。
そ
の
限
り
で
、「
代
表
の
要
素
は
今
な
お
有
効
的
で
あ
り
続
け
」、
そ
れ
ゆ
え
に
「
民
主
主
義
的
選
挙
制
度
は
、
細
部
に
お
い
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て
ま
で
代
表
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
」（V

L:207

）。

　

し
た
が
っ
て
、人
民
が
能
動
的
公
民
と
し
て
実
際
に
集
合
し
て
行
為
す
る
と
い
う
、徹
底
し
た
直
接
民
主
主
義
を
唱
え
る
際
に
は
、通
常
、

「
代
表
は
も
は
や
問
題
と
は
な
ら
な
い
」
と
考
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
現
実
に
存
在
す
る
人
民
の
集
合
体
は
政
治
的
統
一

を
代
表
し
、
ま
た
人
民
を
構
成
す
る
各
人
は
公
民
全
体
を
代
表
す
る
と
い
う
擬
制
が
働
い
て
い
る
。
以
上
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
純
粋
あ

る
い
は
直
接
民
主
主
義
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
試
み
は
、
民
主
主
義
的
同
一
性
の
こ
の
限
界
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（V
L:207

）
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
、
同
一
性
原
理
を
絶
対
的
に
貫
徹
し
、
民
主
主
義
的
同
一
性
を
完
全
に
実
現
す
る
こ
と
は
原
理

的
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

こ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
彼
は
、
同
一
性
原
理
を
可
能
な
限
り
最
大
化
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
は
、
危
険
で
さ
え
あ
り
、
望
ま
し
く
な
い
と
付

言
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、同
一
性
原
理
の
最
大
限
の
貫
徹
は
「
統
治
（Regierung

）
と
個
人
的
指
導
を
最
小
限
に
す
る
傾
向
」
を
意
味
す
る
。

統
治
と
個
人
的
指
導
を
最
小
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
的
事
柄
の
処
理
が
「
自
ず
か
ら
」、
人
民
自
身
に
よ
り
自
動
的
に
遂
行
さ
れ
う

る
と
仮
定
す
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
こ
れ
は
「
自
然
的
に
所
与
の
同
質
性
、
あ
る
い
は
歴
史
的
に
生
成
さ
れ
た
同
質
性
」
に
基
づ
き
可
能
と

な
る
。
こ
う
し
た
状
況
こ
そ
、「
ル
ソ
ー
が
『
社
会
契
約
論
』
で
前
提
と
し
た
、
民
主
主
義
の
理
想
的
状
況
で
あ
る
」（V

L:214

）。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
は
、
人
民
間
の
同
質
性
が
最
も
顕
著
で
あ
る
た
め
、「
全
て
が
一
致
す
る
の
で
、
全
て
の
者
が
同
一
の
こ
と
を

意
志
す
る
」。
そ
れ
ゆ
え
に
意
見
の
不
一
致
や
利
害
対
立
は
全
く
存
在
し
な
い
と
見
做
さ
れ
る
た
め
、議
論
や
本
質
的
な
利
害
対
立
な
し
に
、

決
定
は
自
ず
か
ら
下
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
意
見
や
利
害
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
議
会
主
義
論
初
版

以
来
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
人
民
の
同
一
性
や
一
致
し
た
人
民
の
意
志
は
現
実
に
存
在
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
擬
制
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
概
念

に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
い
た
。『
憲
法
論
』
に
お
い
て
も
同
様
に
、
彼
は
人
民
の
同
質
性
が
擬
制
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に

注
意
を
促
す
。
そ
し
て
、
人
民
の
同
質
性
に
基
づ
き
、
政
治
的
事
柄
の
す
べ
て
が
自
動
的
に
、
す
な
わ
ち
統
治
や
指
導
を
介
さ
ず
に
処
理
さ
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れ
う
る
と
考
え
る
「
民
主
主
義
の
理
想
的
状
況
」
は
、「
単
な
る
思
考
上
の
観
念
的
構
成
物
（Idealkonstruktion

）
と
し
て
見
做
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
歴
史
的
か
つ
政
治
的
現
実
と
見
做
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
人
民
の
同
質
性
は
存
在

し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
民
主
主
義
の
理
想
的
状
況
」
が
達
成
さ
れ
え
た
と
主
張
な
ら
ば
、
民
主
主
義
の
「
本
質
的
前
提
と
し
て
の
人

民
の
実
質
的
同
種
性
」
は
捏
造
さ
れ
て
い
る
（fingieren 

擬
制
的
に
仮
定
さ
れ
る
─
─
引
用
者
）」（V

L:215

）。
こ
の
点
に
「
同
一
性
原
理

の
急
進
的
な
貫
徹
が
危
険
で
あ
る
こ
と
の
本
質
」
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
統
治
を
最
小
化
し
、
同
一
性
を
最
大
現
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
政
治
的
統
一
は
解
体
へ
と
導
か
れ
る

だ
と
う
、
と
危
惧
す
る
。
そ
の
結
果
、「
人
民
は
政
治
的
実
存
の
状
態
か
ら
非
政
治
的
状
態
へ
後
退
し
、
単
な
る
文
化
的
、
経
済
的
、
あ
る

い
は
植
物
的
な
あ
り
方
を
続
け
、
他
の
政
治
的
に
活
動
的
な
人
民
に
奉
仕
す
る
帰
結
と
な
る
」（V

L:215

）。
し
た
が
っ
て
彼
は
、
民
主
主

義
を
論
じ
る
際
に
は
、「
民
主
主
義
的
同
一
性
の
こ
の
限
界
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
直
接
民
主
主
義
は
、
政
治
的

統
一
の
解
体
以
外
の
何
も
の
を
も
意
味
し
な
い
だ
ろ
う
」（V

L:207

）
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

民
主
主
義
的
同
一
性
の
第
二
の
限
界
─
─
人
民
概
念
に
基
づ
く

　

民
主
主
義
的
同
一
性
の
限
界
は
第
二
に
、「
人
民
の
特
性
」
に
由
来
す
る
（V

L:277

）。『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
で
示
さ
れ
た
、
モ
ム

ゼ
ン
か
ら
継
承
し
た
消
極
的
な
存
在
と
し
て
の
人
民
理
解
を
踏
襲
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
が
行
い
う
る
こ
と
は
次
の
二
点
に
限
定
さ
れ

る
と
述
べ
る
。
第
一
に
、
秘
密
個
別
投
票
制
度
に
お
い
て
は
、
人
民
は
規
制
さ
れ
た
手
続
き
に
従
い
、
信
任
で
き
る
人
物
を
選
出
す
る
こ
と

の
み
を
な
し
う
る
。
こ
こ
で
は
、
人
民
は
選
出
し
た
人
物
に
対
し
て
、
事
実
上
の
問
題
の
決
定
を
委
ね
る
こ
と
に
な
り
、
人
民
の
決
定
は
誰

が
候
補
者
に
な
る
か
と
い
う
点
に
限
定
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
人
民
投
票
と
い
う
直
接
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
人
民
は
政
務
官
に
よ
り
呈
示
さ
れ
た
問
い
に
対
し
て
是
か
非
か
を
回
答
す
る
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こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
民
の
決
定
は
政
務
官
が
定
式
化
し
呈
示
し
た
問
い
の
内
容
に
依
存
す
る
（V

L:277

）。
そ
れ

ゆ
え
に
直
接
民
主
主
義
の
制
度
に
お
い
て
人
民
は
、「
喝
采
を
行
う
個
々
の
瞬
間
お
よ
び
そ
の
途
上
で
の
み
」、
そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
「
喝
采
」
の
近
代
的
形
式
は
「
世
論
」
で
あ
り
、し
た
が
っ
て
人
民
は
「
世
論
と
し
て
真
価
を
発
揮
し
う
る
」
に
留
ま
る
。

　

前
述
の
通
り
、『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
で
は
、
モ
ム
ゼ
ン
の
ロ
ー
マ
国
法
研
究
に
従
い
、
政
務
官
の
対
立
物
と
し
て
の
人
民
概
念
が

規
定
さ
れ
、
人
民
は
政
務
官
の
存
在
な
く
し
て
は
意
志
能
力
お
よ
び
行
為
能
力
を
も
た
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
ら
の
独
力
で
政
治
的
決
定
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
政
務
官
に
対
す
る
喝
采
こ
そ
が
人
民
の
不
可
譲
の
権
利
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
人

民
理
解
は
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
も
引
き
続
き
前
提
と
さ
れ
、
人
民
概
念
に
由
来
す
る
民
主
主
義
的
同
一
性
の
限
界
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節　
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
代
表
概
念

　

以
上
に
見
た
民
主
主
義
的
同
一
性
の
限
界
ゆ
え
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
近
代
国
家
の
政
治
体
制
は
同
一
性
原
理
の
み
に
よ
っ
て
は
構
成
さ

れ
え
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
、
国
家
の
政
治
体
制
を
構
成
す
る
も
う
一
方
の
形
式
原
理
と
し
て
代
表
原
理
を
提
示
す
る
。

　

代
表
の
概
念
に
つ
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
当
然
、
そ
の
国
法
学
上
の
、
お
よ
び
政
治
的
な
特
殊
性
が
認
識
さ
れ
、
委
託
（A

uftrag

）
や

代
理
（V

ertretung

）、
事
務
管
理
（Geschäftsführung

）、
委
員
（K

om
m

ission

）、
信
託
（T

reuhänderschaft

）
等
の
他
の
諸
概
念

と
の
混
同
」（V

V
:208

）が
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。「
そ
う
で
な
け
れ
ば
、私
法
的
お
よ
び
経
済
技
術
的
諸
観
念
が
そ
の〔
代

表
概
念
の
─
─
引
用
者
〕
特
殊
性
を
破
壊
す
る
か
ら
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
文
献
で
は
こ
の
点
は
大
変
不
明
瞭
で
あ
り
、
非
常
な
努
力
を
払

わ
な
け
れ
ば
、
代
表
と
い
う
語
の
国
法
学
上
の
意
味
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
」（Ebd.

）。
そ
し
て
、
Ｇ
．
ラ
イ
プ
ホ
ル
ツ
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が
当
時
、
代
表
概
念
に
つ
い
て
詳
細
な
論
稿
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、
こ
こ
で
は
国
家
学
お
よ
び
憲
法
学
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
区
別
を
挙
示
す
る
に
留
め
る
と
付
言
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
代
表
概
念
の
「
国
法
学
上
の
、
お
よ
び
政
治
的
な
特
殊
性
」
を
明
確
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼

が
論
じ
た
代
表
概
念
の
特
殊
性
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
た
代

表
原
理
は
、
そ
れ
以
前
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
に
お
い
て
用
い
て
き
た
代
表
概
念
か
ら
連
続
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

解
釈
さ
れ
て
き（

４
）た

。
す
な
わ
ち
同
書
に
お
け
る
代
表
概
念
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
で
用
い
ら
れ
た
代
表
概
念
の
発
展
的
帰
結
で
あ
る
と
理
解

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
節
で
は
、『
憲
法
論
』
で
示
さ
れ
た
代
表
概
念
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
代
表
の
概
念
史
の
中
で
把
握
す
る

こ
と
を
試
み
る
。
ま
た
、
同
時
代
な
い
し
先
行
す
る
世
代
の
思
想
家
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
論
じ
た
代

表
概
念
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
一
）
近
代
に
お
け
る
代
表
概
念
の
成
立
史
─
─
二
つ
の
異
な
る
伝
統
の
結
合

　

Ｈ
．ピ
ト
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
近
代
に
お
い
て
議
会
構
成
員
が
特
定
の
地
域
の
利
益
を
代
表
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
全
体
の
利
益
を
代
表

す
る
と
見
做
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
代
表
思
想
に
関
す
る
二
つ
の
異
な
る
伝
統
が
存
在
し
た
。
第
一
に
、
統
治
者
は
国
家
全
体
を

象
徴
し
（sym

bolize

）、
体
現
す
る
（em

body

）
と
い
う
、
中
世
以
来
の
神
秘
主
義
的
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語repraesentare

か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、「
神
秘
的
統
一
（m

ystic unity

）」
の
観
念
を
含
む
。
第
二
に
、本
人
と
代
理
人
の
関
係
を
中
心
と
す
る
、ロ
ー

マ
法
に
由
来
す
る
法
的
擬
制
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
的
権
利
を
有
す
る
者
は
全
て
、
議
会
に
出
席
す
る
権
利
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
決

定
に
つ
い
て
協
議
で
き
る
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
本
人
に
代
わ
り
、
代
理
人
が
本
人
の
利
益
を
擁
護
す（

５
）る

。

　

ラ
テ
ン
語repraesentare

に
由
来
す
る
代
表
概
念
は
、
元
来
、「
現
在
化
す
る
こ
と
、
明
白
化
す
る
こ
と
、
再
び
現
在
化
す
る
こ
と
（to 
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m
ake present or m

anifest or to present again

）」を
意
味
し
た
。ピ
ト
キ
ン
に
よ
れ
ば
、古
典
ラ
テ
ン
語
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
、

無
生
物
に
対
象
を
限
定
し
て
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
語
源
か
ら
、
文
字
通
り
、
無
生
物
の
対
象
を
誰
か
の
眼
前
に
も
た
ら
す
こ
と
の
他
、
召
喚

に
応
じ
て
法
廷
に
現
れ
、
自
分
自
身
を
現
在
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
点
で
は
、「
そ
の
他
の
人
々
や
ロ
ー

マ
国
家
を
代
表
す
る
人
々
」
と
い
う
観
念
と
代
表
概
念
は
無
関
係
で
あ
っ（

６
）た

。
中
世
に
お
い
て
こ
の
概
念
の
意
味
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
献
に

お
い
て
「
一
種
の
神
秘
的
な
具
現
化
（m

ystical em
bodim

ent

）」
へ
と
拡
張
さ
れ
、
十
三
世
紀
お
よ
び
十
四
世
紀
初
頭
に
は
、「
教
皇
と

司
教
は
キ
リ
ス
ト
と
使
徒
の
人
格
を
代
表
す
る
」
と
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
教
会
指
導
者
は
キ
リ
ス
ト
と
使
徒
の
具
現
化
、

似
姿
と
見
做
さ
れ
、
同
時
期
に
、
中
世
の
法
学
者
は
「
人
格
化
（personification

）」
と
い
う
術
語
を
用
い
、
共
同
生
活
や
共
同
体
に
適
用

し（
７
）た

。

　

ピ
ト
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
語
に
お
い
て
、「
誰
か
の
代
わ
り
に
行
為
す
る
」
と
い
う
意
味
で
代
表
概
念
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
の
十
三
世
紀
お
よ
び
十
四
世
紀
頃
で
あ
っ
た
。
教
会
法
学
者
は
、
皇
帝
な
い
し
皇
子
は
ロ
ー
マ
の
人
民
の
た
め
に
行
為
す
る
、

そ
し
て
人
民
に
代
わ
っ
て
人
民
の
福
祉
に
配
慮
す
る
と
い
う
ロ
ー
マ
法
に
由
来
す
る
観
念
を
導
入
し
た
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
法
学
と
教
会
法
学

の
両
方
に
詳
し
い
著
述
家
に
よ
り
、
こ
の
概
念
は
世
俗
の
統
治
者
に
も
適
用
さ
れ
、「
統
治
者
は
国
家
全
体
の
似
姿
を
代
表
す
る
」
と
論
じ

ら
れ
る
に
至
っ（

８
）た

。

　

英
国
で
「
代
理
」
と
い
う
意
味
で
代
表
概
念
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
六
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ（

９
）る

。
代
表
概
念
の
変
容

は
、
政
治
社
会
の
歴
史
的
発
展
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
課
税
に
同
意
さ
せ
、
ま
た
情
報
を
得
る
た
め
に
、
国
王
お
よ
び

貴
族
が
地
方
の
騎
士
や
市
民
を
議
会
に
召
喚
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
騎
士
や
市
民
は
自
身
が
属
す
る
共
同
体
に
税
金
を
義
務
付
け
る
権
威

（authority

）
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
も
つ
権
威
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
王
に
よ
る
例
外
的
な
課
税
に
同
意
す

る
場
合
に
は
、
事
前
に
共
同
体
構
成
員
に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
徐
々
に
、
議
会
に
赴
く
騎
士
や
市
民
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は
自
ら
の
共
同
体
の
利
益
を
促
進
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、「
自
身
の
共
同
体
の
奉
仕
者
（servant

）
な
い
し
代
理
人
（agent

）」
と
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
議
会
構
成
員
（m

em
bers of parliam

ent

）
と
呼
ば
れ
た
が
、
当
時
は
代
表
と
い
う
語
を
用
い
ず
、
共

同
体
の
弁
護
士
（attorney

）、
代
理
人
（procurator

）
と
し
て
、
特
定
の
地
域
や
共
同
体
の
利
益
を
擁
護
す
る
も
の
と
見
做
さ
れ
た
。

議
員
が
国
家
な
い
し
国
民
全
体
の
利
益
を
促
進
す
る
と
い
う
原
理
が
認
識
さ
れ
た
の
は
、
十
七
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ

（
（1
（

る
。
ピ
ト
キ
ン
に
よ

れ
ば
、
代
表
思
想
に
関
す
る
上
述
し
た
二
つ
の
伝
統
が
結
び
つ
き
、
議
員
は
部
分
的
利
益
を
代
表
す
る
者
で
は
な
く
、
国
家
全
体
の
利
益
を

代
表
す
る
者
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
二�

）
代
表
概
念
の
特
徴
と
し
て
の
不
可
視
の
存
在
の
「
可
視
化
」
─
─
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
の
継
承

　
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
第
一
に
、
代
表
概
念
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
代
表
と
は
、
不
可
視
の
存
在
を
、
公
的
に
現
前

す
る
存
在
を
通
じ
て
可
視
化
し
（sichtbar m

achen

）、
現
在
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」（V

L:209

）。「
こ
の
概
念
の
弁
証
法
は
、
目
に

見
え
な
い
も
の
は
不
在
で
あ
る
と
前
提
さ
れ
る
と
同
時
に
、
現
前
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
」（V

L:210

）。
こ
の
よ
う
に
代
表
概

念
を
特
徴
付
け
る
点
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ピ
ト
キ
ン
が
代
表
概
念
に
関
す
る
第
一
の
伝
統
と
し
た
、
本
来
の
ラ
テ
ン
語repraesentare

に
由
来
す
る
思
想
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
「
可
視
化
」
と
い
う
語
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
一
九
一
四
年
の
教
授
資
格
申
請
論
文
に
お
い
て
で
あ
る
。
本

稿
第
一
章
で
確
認
し
た
通
り
、
本
論
文
に
お
い
て
彼
は
、
法
の
世
界
と
経
験
的
世
界
を
区
別
す
る
二
元
的
世
界
観
を
前
提
と
し
て
、
二
世
界

が
媒
介
さ
れ
る
必
要
性
を
説
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、前
者
に
お
け
る
規
範
と
し
て
の
法
で
あ
る
「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」
な
い
し
「
自

然
主
義
な
き
自
然
法
」
は
、
経
験
的
世
界
に
媒
介
さ
れ
、
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
法
の
「
媒
介
」
と
は

「
理
念
の
実
現
」
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
は
同
時
に
、
理
念
の
「
可
視
化
」
お
よ
び
「
世
俗
化
」
と
換
言
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
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法
の
媒
介
者
は
国
家
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
制
度
と
国
家
を
類
比
的
に
捉
え
る
彼
独
自
の
視
点
か
ら
、
国
家

の
模
範
的
あ
り
方
は
教
会
制
度
に
見
出
さ
れ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。

　

彼
が
教
会
論
と
の
関
連
で
、目
に
見
え
な
い
も
の
、す
な
わ
ち
「
不
可
視
の
存
在
」
を
可
視
化
す
る
と
い
う
思
想
を
詳
し
く
論
じ
た
の
は
、

一
九
一
七
年
に
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
系
雑
誌
『
ズ
ン
マ
』
に
寄
稿
し
た
小
論
「
教
会
の
可
視
性
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
た
通
り
、
こ
の
小
論
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
初
め
て
代
表
概
念
を
用
い

（
（1
（

た
。
本
稿
第
一
章
で
概
観
し
た
通
り
、
こ
こ
で
彼
は
、

経
験
的
に
存
在
す
る
教
会
と
「
可
視
的
教
会
」
を
区
別
し
、
後
者
は
「
不
可
視
的
な
も
の
」
で
あ
る
神
概
念
を
人
間
が
属
す
る
世
界
に
媒
介

す
る
と
い
う
課
題
を
も
つ
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
可
視
的
教
会
」
を
通
じ
て
、
神
が
受
肉
し
た
と
い
う
出
来
事
が
後
世
へ
と
伝
え
ら

れ
、
不
可
視
の
神
概
念
が
世
俗
世
界
に
媒
介
さ
れ
、
代
表
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
可
視
的
な
も
の
の
内
に
お
け
る
不
可
視
的

な
も
の
の
妥
当
は
、
不
可
視
的
な
も
の
に
根
源
を
も
ち
、
可
視
的
な
も
の
の
内
に
現
象
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」（SK

:75

）。
以
上
か
ら
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
、
可
視
化
・
媒
介
・
代
表
を
密
接
に
関
連
す
る
概
念
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
可
視
化
さ
れ
る
も
の
、
媒
介
さ
れ
る
も
の
、
代
表
さ
れ
る
も
の
と
し
て
何
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
上
述

し
た
よ
う
に
、
教
授
資
格
申
請
論
文
で
は
、
経
験
的
世
界
に
媒
介
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
そ
し
て
可
視
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し

て
、
規
範
な
い
し
理
念
と
し
て
の
法
す
な
わ
ち
「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」、「
自
然
主
義
な
き
自
然
法
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
、
経
験
的
事
実
や
事
実
的
権
力
に
優
位
す
る
も
の
と
見
做
さ
れ
て
い
た
。「
教
会
の
可
視
性
」
で
は
、
世
俗
世
界
に
媒
介
さ
れ
、
可
視
化

さ
れ
る
べ
き
も
の
、
そ
し
て
代
表
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、「
不
可
視
的
な
も
の
」
で
あ
る
神
観
念
お
よ
び
神
の
受
肉
が
示
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
可
視
化
の
対
象
は
、
神
と
い
う
世
俗
世
界
を
超
越
し
た
高
次
の
存
在
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
一
〇
年

代
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
可
視
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
経
験
的
に
は
実
在
し
な
い
理
念
と
し
て
の
法
や
神
観
念
を
、
す
な
わ
ち

経
験
的
存
在
を
超
越
し
た
も
の
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
政
治
形
式
』（
一
九
二
三
年
）
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
議
論
が
さ
ら
に
敷
衍
さ
れ
、
代
表
さ
れ
る
も
の
は
、

価
値
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
新
た
に
論
じ
ら
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、代
表
さ
れ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
内
容
と
し
て
、

「
神
、
あ
る
い
は
民
主
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
人
民
、
あ
る
い
は
自
由
や
平
等
と
い
っ
た
抽
象
的
理
念
」（RK

:36

）
を
挙
げ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
代
表
の
内
容
は
必
然
的
に
高
次
の
価
値
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
代
表
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
代

表
す
る
者
、
ま
た
そ
れ
ら
が
向
け
ら
れ
る
名
宛
人
も
同
様
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
と
言
う
。「
高
次
の
価
値
を
代
表
す
る
者
は
無

価
値
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
代
表
は
代
表
す
る
者
の
人
格
に
固
有
の
尊
厳
（W

ürde

）
を
授
け
る
。
し
か
し
、
代
表
す
る
者
と
代
表
さ

れ
る
も
の
だ
け
が
価
値
を
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
向
け
ら
れ
る
名
宛
人
、
第
三
者
自
体
も
価
値
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
自
動

販
売
機
や
機
械
の
前
で
は
、
代
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
自
動
販
売
機
や
機
械
が
代
表
し
た
り
代
表
さ
れ
た
り
し
え
な
い
の
と
同

様
で
あ
る
」（RK

:36

）。

　

こ
う
し
た
議
論
は
、『
憲
法
論
』
に
お
け
る
代
表
概
念
の
把
握
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
代
表
さ
れ
う
る
も
の
は
、

「
公
的
存
在
に
お
い
て
傑
出
し
、
実
存
す
る
能
力
の
あ
る
、
高
次
の
存
在
様
態
」
を
備
え
る
も
の
の
み
で
あ
る
。「
死
ん
で
い
る
も
の
、
価
値

の
低
い
も
の
、
あ
る
い
は
価
値
の
な
い
も
の
、
低
次
の
も
の
は
代
表
さ
れ
え
な
い
。
こ
れ
に
は
公
的
存
在
へ
と
引
き
上
げ
る
能
力
、
す
な
わ

ち
「
実
存
（Existenz

）」
の
た
め
の
能
力
を
も
つ
よ
う
に
高
め
ら
れ
た
存
在
様
式
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（V

L:210

）。
そ
し
て
、「
単

に
私
的
事
柄
や
私
的
利
害
に
奉
仕
す
る
も
の
」
は
代
理
（vertreten
）
さ
れ
は
す
る
が
、
代
表
（repräsentieren

）
さ
れ
え
な
い
。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
彼
の
一
九
一
〇
年
代
の
論
考
に
最
初
に
見
出
さ
れ
る
、
不
可
視
の
も
の
、
経
験
的
に
実
在
し
な
い
も
の
を
可
視
化

す
る
と
い
う
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
の
文
脈
に
お
け
る
思
想
は
、『
憲
法
論
』
の
代
表
概
念
へ
と
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
代
表
概
念
の
特
徴
と
し
て
の
人
格
性
─
─
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
、
ホ
ッ
ブ
ズ
論
の
継
承
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さ
ら
に
、『
憲
法
論
』に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、代
表
の
概
念
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
代
表
原
理
は「
人
民
の
政
治
的
統
一
は
、

決
し
て
そ
れ
自
体
と
し
て
は
真
の
同
一
性
と
し
て
現
前
し
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
人
格
的
に

0

0

0

0

代
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
傍
点
は
引
用
者

に
よ
る
〕」（V

L:205

）
と
い
う
思
想
に
基
づ
く
。
さ
ら
に
、「
代
表
の
価
値
は
、
政
治
生
活
に
対
し
て
公
共
性
と
人
格
性
（Personalität

）

と
い
う
特
徴
を
与
え
る
と
い
う
点
に
基
づ
く
」（V

L:214

）
と
言
う
。

　

先
に
見
た
ピ
ト
キ
ン
に
よ
る
概
念
史
研
究
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
「
教
皇
と
司
教
は
キ
リ
ス
ト
と
使

徒
の
人
格
を
代
表
す
る
」
と
想
定
さ
れ
、
中
世
法
学
に
お
い
て
は
「
人
格
化
（personification

）」
の
概
念
が
用
い
ら
れ
た
。
代
表
と
人
格

性
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
す
で
に
『
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
政
治
形
式
』
に
お
い
て
論
じ
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

代
表
概
念
は
決
し
て
物
質
的
観
念
で
は
な
く
、「
人
格
的
権
威
の
観
念
」
で
あ
る
。
代
表
す
る
も
の
は
人
格
だ
け
で
あ
り
、し
か
も
単
な
る
「
代

理
人
（Stellvertretung

）」
で
は
な
く
、「
権
威
あ
る
人
格
」
か
「
代
表
さ
れ
る
や
否
や
同
様
に
人
格
化
さ
れ
る
理
念
」
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
。（RK

:36

）。
し
た
が
っ
て
、
代
表
す
る
者
は
人
格
で
あ
る
と
い
う
思
想
は
、
当
初
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
に
お
い
て
初
め
て
呈
示
さ
れ
、

こ
れ
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
と
言
え

（
（1
（

る
。

　

た
だ
し
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
代
表
の
人
格
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際
に
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
に
お
け
る
代
表
思
想
に
つ
い
て
は

直
接
言
及
さ
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
絶
対
君
主
は
国
家
の
代
表
で
あ
る
（「
絶
対
君
主
は
唯
一
、
国
家
を
代
表
す
る
」（V

L:214

））
と

す
る
文
脈
に
お
い
て
、
代
表
の
人
格
性
と
い
う
特
徴
が
言
及
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
を
引
き
合
い
に
出
し

て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
ホ
ッ
ブ
ズ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
国
家
は
そ
の
統
一
を
、
主
権
者
の
人
格
の
う
ち
に
有
す
る
。
国
家
は
「
主
権
者

の
人
格
の
う
ち
に
統
一
さ
れ
る
（united in the Person of one Sovereign
）」
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
代
表
の
人
格
性
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
代
表
思
想
を
参
照
指
示
す
る
。
彼
は
、
上
記
の

引
用
箇
所
に
つ
い
て
ホ
ッ
ブ
ズ
の
著
作
の
典
拠
を
示
し
て
お
ら
ず
、
上
記
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
引
用
文
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
ホ
ッ
ブ
ズ
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の
著
作
に
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
内
容
か
ら
判
断
す
る
限
り
、『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
第X

V
II

章
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
つ
い
て
」
の

次
の
記
述
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
人
あ
る
い
は
人
々
の
合
議
体
へ
の
授
権
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、「
そ
の
よ
う
な
仕
方

で
一
人
格
の
う
ち
に
統
一
さ
れ
た
（united in one person

）
群
衆
は
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
、
ラ
テ
ン
語
で
は
共
和
国
（Civitas

）
と
呼

ば
れ
る
。
こ
れ
が
偉
大
な
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
成
立
で
あ
り
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
（
敬
意
を
込
め
て
述
べ
る
な
ら
ば
）
そ
れ
に
我
々
が
不
死

の
神
の
下
で
平
和
と
保
護
を
負
っ
て
い
る
、
か
の
可
死
の
神
の
成
立
で
あ

（
（1
（

る
」。

　

こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
国
家
に
お
け
る
人
格
的
な
も
の（das Persönliche

）は
、国
家
概
念
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

代
表
に
あ
る
」（Ebd.

）
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
一
人
格
と
し
て
の
主
権
者
と
し
て
、
一
人
の
人
間
（m

an

）
だ
け
で
は
な
く
、

人
々
の
合
議
体
（assem

bly of m
en

）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。

　

な
お
、
ピ
ト
キ
ン
が
論
じ
た
よ
う
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
述
べ
た
「
代
表
者
は
他
の
者
に
よ
り
行
為
す
る
権
威
を
与
え
ら
れ
た
者
」
で
あ
り
、

代
表
者
の
設
立
は
代
表
者
す
な
わ
ち
主
権
者
へ
の
「
授
権
（authorization

）」
を
意
味
す

（
（1
（

る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
れ
ば
、「
彼
ら
全
て
〔
人
々

の
群
衆
─
─
引
用
者
〕
の
人
格
を
表
し
、
す
な
わ
ち
彼
ら
の
代
表
と
な
る
権
利
を
人
ま
た
は
合
議
体
に
与
え
る
。
全
て
の
者
は
〔
…
…
〕
ま

さ
に
彼
自
身
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
仕
方
で
、
人
ま
た
は
人
々
の
合
議
体
の
全
て
の
行
為
と
判
断
を
権
威
づ
け
る
」。
こ
の
点
で
、
ピ

ト
キ
ン
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
代
表
概
念
を
、
主
権
者
へ
授
権
さ
れ
た
権
威
は
無
制
約
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
「
権
威
付
与
型
代
表
観
」
と
し
て
解

釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
臣
民
は
主
権
者
が
行
っ
た
行
為
を
自
分
自
身
が
行
っ
た
行
為
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
做
し
、
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
ピ
ト
キ
ン
の
推
論
に
よ
れ
ば
、
敢
え
て
主
権
者
を
代
表
者
と
称
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
権
者
は
臣
民
を
代
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
一
定
の
義
務
を
負
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
ホ
ッ
ブ
ズ
は
言
外
に
暗
示
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
代
表
と
い
う
概
念
は
、
代

表
者
の
行
動
が
従
う
べ
き
基
準
や
服
す
る
べ
き
限
界
と
い
う
要
素
を
包
含
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ピ
ト
キ
ン
に
よ
り
代
表
思
想

の
第
二
の
伝
統
と
し
て
示
さ
れ
た
、〈
本
人
─
代
理
人
関
係
〉
を
中
心
と
す
る
、
法
的
擬
制
と
し
て
の
代
表
概
念
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
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ピ
ト
キ
ン
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、ホ
ッ
ブ
ズ
の
代
表
思
想
は
〈
本
人
─
代
理
人
関
係
〉
に
立
脚
す
る
代
表
の
概
念
を
内
含
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
代
表
概
念
に
お
け
る
こ
う
し
た
側
面
に
全
く
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
代
表
と
代
理
を
概
念
上
明
確
に

区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
代
表
思
想
か
ら
そ
の
第
二
の
伝
統
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
代
表
概
念
の
特
徴
と
し
て
の
人
民
の
政
治
的
統
一
の
代
表
─
─
同
一
性
概
念
と
の
結
合
に
よ
る
代
表
概
念
の
修
正

　

以
上
に
見
た
限
り
で
は
、『
憲
法
論
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
代
表
概
念
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
彼
が
論
じ
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
、
ま

た
一
九
一
九
年
講
義
録
で
示
さ
れ
た
ホ
ッ
ブ
ズ
論
の
発
展
と
し
て
、
す
な
わ
ち
従
来
の
議
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
本
書
で
論
じ
ら
れ
る
代
表
概
念
に
は
新
た
な
意
味
内
容
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
節
に
お
い

て
、
本
書
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
新
た
に
同
一
性
概
念
の
内
容
に
変
更
を
加
え
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
政
治
体
制
に
お
い
て
同
一
性
原

理
と
代
表
原
理
は
と
も
に
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
両
原
理
の
結
合
に
よ
り
政
治
体
制
は
構
成
さ
れ
る
と
す
る
新
た
な
認
識
が
示
さ
れ
る
本

書
に
お
い
て
、
同
一
性
概
念
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
代
表
概
念
に
対
し
て
も
ま
た
新
た
な
変
更
が
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
で
彼
は
、
代
表
概
念
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
代
表
に
よ
っ
て
初
め
て
統
一
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
た
ら
さ
れ
る

も
の
は
常
に
た
だ
、
政
治
的
状
態
に
お
け
る
人
民
の
統
一
で
あ
る
」（V

L:214

）。

　

こ
の
命
題
の
前
半
部
分
、す
な
わ
ち
「
代
表
に
よ
り
、初
め
て
統
一
が
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
い
う
思
想
は
、本
稿
第
二
章
で
確
認
し
た
通
り
、

一
九
一
九
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
講
義
録
に
お
け
る
ホ
ッ
ブ
ズ
論
に
初
め
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
講
義
録
で
、『
リ
ヴ
ァ
イ
ア

サ
ン
』
に
お
け
る
国
家
契
約
を
、「
代
表
機
関
の
創
設
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

「
各
人
は
主
権
者
の
行
為
を
自
ら
の
行
為
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
做
し
て
行
為
す
る
。
こ
の
契
約
は
絶
対
的
代
表
を
創
り
出
す
。
各
人
は
主

権
者
を
顧
慮
し
て
他
の
各
々
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
諸
個
人
は
、
主
権
者
に
服
従
す
る
統
一
へ
と
生
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
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家
は
成
立
し
た
。
今
や
平
和
は
保
証
さ
れ
た
。」（V

1919H
:13f.

）

　

そ
し
て
、
先
の
命
題
の
後
半
部
分
に
お
け
る
記
述
、
す
な
わ
ち
「
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
は
常
に
た
だ
、
政
治
的
状
態
に
お
け
る
人
民
の
統

一
で
あ
る
」
か
ら
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
新
た
に
次
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
代
表
さ
れ
る
も
の
は
「
人

民
の
政
治
的
統
一
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
絶
対
君
主
も
ま
た
、
人
民
の

0

0

0

政
治
的
統
一
の
代
表
に
過
ぎ
な
い
。
彼
だ

け
が
国
家
を
代
表
す
る
」（V

L:214

）、
そ
し
て
君
主
主
義
原
理
で
さ
え
も
、「
君
主
が
唯
一
、
吸
収
的
に
人
民
の
政
治
的
統
一

0

0

0

0

0

0

0

0

を
代
表
す
る

と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
〔
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（V

L:211

）
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、『
憲
法
論
』
に
お

い
て
、
人
民
の

0

0

0

政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
君
主
主
義
原
理
と
し
て
の
代
表
思
想
を
構
想
し
た
。

　

こ
う
し
た
思
想
は
、そ
れ
以
前
に
彼
が
論
じ
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
の
文
脈
か
ら
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、『
政
治
神
学
』

で
は
、
彼
は
君
主
主
権
の
形
而
上
学
的
基
礎
と
し
て
の
超
越
性
、
お
よ
び
こ
れ
と
密
接
に
結
び
つ
く
代
表
概
念
と
、
人
民
主
権
の
形
而
上
学

的
基
礎
と
し
て
の
内
在
性
、お
よ
び
こ
れ
と
結
び
つ
く
同
一
性
概
念
と
を
対
立
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
時
、

彼
は
絶
対
君
主
が
人
民
の

0

0

0

政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、『
政
治
神
学
』
お
よ
び
カ
ト
リ
シ

ズ
ム
論
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
教
皇
お
よ
び
絶
対
君
主
に
共
通
す
る
性
格
と
さ
れ
た
代
表
概
念
と
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
代
表
原
理
と
の
間

の
相
違
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
に
お
け
る
代
表
思
想
と
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
代
表
原
理
と
の
相
違
、
そ

し
て
こ
の
間
の
変
化
を
指
摘
し
た
権
左
は
、
人
民
へ
主
権
が
世
俗
化
す
る
と
い
う
「
内
在
化
の
段
階
〔
人
民
主
権
の
成
立
〕
を
承
認
し
た
後

で
初
め
て
、
新
た
な
主
権
者
と
な
っ
た
人
民
の
政
治
的
統
一

0

0

0

0

0

0

0

0

を
代
表
す
る
と
い
う
論
理
が
可
能
と
な
」
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。「
絶
対
君
主

─
皇
帝
─
大
統
領
に
よ
る
人
民
の
政
治
的
統
一
の
代
表
と
い
う
『
憲
法
論
』
の
代
表
理
論
は
、
内
在
化
以
後

0

0

に
初
め
て
得
ら
れ
る
代
表
観
念

を
そ
れ
以
前

0

0

の
段
階
に
逆
投
影
し
た
結
果
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ
て
、
か
つ
て
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
て
い
た
代

表
と
い
う
政
治
形
式
が
、『
憲
法
論
』
十
六
章
「
市
民
的
法
治
国
と
政
治
的
形
式
」
で
は
、
新
た
に
法
治
国
原
理
と
手
を
結
ぶ
に
至
る
の
も
、



論　　　説

北法69（3・30）732

実
は
一
九
二
四
年
以
来
密
か
に
進
行
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
脱
カ
ト
リ
ッ
ク
化
の
現
れ
と
見
る
べ
き
で
あ

（
（1
（

る
」。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
代
表
さ
れ
る
も
の
は
人
民
の
政
治
的
統
一
で
あ
る
と
す
る
認
識
は
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
新
た
に
提
示
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
本
書
に
お
け
る
代
表
概
念
は
、
そ
れ
以
前
の
議
論
か
ら
の
純
粋
な
発
展
の
帰
結
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
れ
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
的
正
統
性
を
承
認
し
た
後
に
、
議
会
主
義
論
や
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』

と
い
っ
た
民
主
主
義
に
関
す
る
諸
論
稿
を
著
し
、
ま
た
「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」
初
版
で
人
民
の
政
治
的
統
一
と
し
て
の
国
家
観
を
見
出

し
た
こ
と
で
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
議
論
で
あ
っ
た
。

（
五
）
代
表
概
念
の
特
徴
と
し
て
の
公
共
性

　

さ
ら
に
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
公
共
性
（Ö

ffentlichkeit

）
の
領
域
に
お
い
て
行
わ
れ
う
る
」（V

L:208

）
も
の
と

し
て
代
表
概
念
を
捉
え
る
。「
代
表
の
価
値
は
、
政
治
生
活
に
対
し
て
公
共
性

0

0

0

（Publizität

）
と
人
格
性
と
い
う
特
徴
を
与
え
る
と
い
う
点

に
基
づ
く
〔
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（V

L:214
）。
彼
に
よ
れ
ば
、
秘
密
裡
に
二
者
間
で
行
わ
れ
る
事
柄
は
全
て
私
的
事
柄
で
あ
り
、
代

表
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
法
上
の
事
柄
や
経
済
的
事
柄
と
い
っ
た
私
的
領
域
に
属
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
代
表
概
念
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
（V

L:208

）。

　

代
表
の
公
共
性
と
い
う
性
格
規
定
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
そ
の
由
来
を
明
記
し
て
お
ら

（
（1
（

ず
、
代
表
の
公
共
的
性
格
を
理
解
す
る
上
で

示
唆
に
富
む
社
会
学
的
研
究
と
し
て
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ヴ
ィ
テ
ィ
ッ
ヒ
の
論
文
「
ゲ
ー
テ
の
小
説
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
行

時
代
』
の
社
会
的
内
容
」（
一
九
二
三
年
）
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ィ
テ
ィ
ッ
ヒ
の
論
文
中
に
は
代
表
と
い
う
語
は
用

い
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
公
共
性
」「
公
的
人
格
」「
外
観
」
に
つ
い
て
適
確
に
指
摘
す
る
中
で
、
代
表
概
念
に
相
当
す
る
も
の
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
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ヴ
ィ
テ
ィ
ッ
ヒ
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
一
九
一
六
年
の
夏
学
期
に
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
で
一
時
的
に
私
講
師
の
職
に
就
い
た
と
き
に
同

僚
で
あ
っ
た
国
民
経
済
学
者
で
あ
り
、
両
者
の
親
交
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
た
（T

BII:9, 5

（
（1
（

00

）。「
ゲ
ー
テ
の
小
説
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ

イ
ス
タ
ー
の
修
行
時
代
』
の
社
会
的
内
容
」
は
、
ヴ
ィ
テ
ィ
ッ
ヒ
が
ヴ
ェ
ー
バ
ー
追
悼
記
念
論
集
に
寄
稿
し
た
論
文
─
─
こ
の
論
集
に
は
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
ま
た
「
政
治
神
学
」
を
寄
稿
し
た
─
─
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
主
題
は
、「
社
会
的
諸
状
況
自
体
が
英
雄
の
運
命
や
性
格
に

本
質
的
に
影
響
を
与
え
、
物
語
の
進
行
が
そ
の
よ
う
な
社
会
的
契
機
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
社
会
的
対
立
を
行
為
の
進
行
へ
と
、

英
雄
の
運
命
へ
と
嵌
め
込
む
こ

（
（1
（

と
」
で
あ
る
。
ヴ
ィ
テ
ィ
ッ
ヒ
は
ゲ
ー
テ
の
小
説
中
に
あ
る
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
義
兄
弟
に
宛
て
た
手
紙
を

解
釈
し
、
貴
族
は
「
公
的
人
格
（öffentliche Person

）」
で
あ
り
、「
公
法
制
度
（institutio publici juris

）」
で
あ
る
と
言

（
（1
（

う
。
こ
れ
に

対
し
て
市
民
は
公
的
性
格
を
も
た
ず
、
た
だ
自
ら
の
成
果
を
通
じ
て
の
み
何
事
か
を
な
し
得

（
（2
（

る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
ヴ
ィ
テ
ィ
ッ
ヒ

の
議
論
に
言
及
し
、
そ
こ
か
ら
示
唆
を
得
た
と
言
う
。
そ
し
て
、
代
表
と
い
う
「
概
念
の
危
機
は
、
市
民
は
代
表
を
創
出
す
る
能
力
を
持
つ

こ
と
な
し
に
、
貴
族
が
代
表
的
地
位
を
喪
失
し
た
こ
と
に
存
す
る
」（V

L:209

）
と
解
釈
し
た
。

　

以
上
の
議
論
を
整
理
す
る
と
、『
憲
法
論
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
代
表
概
念
は
、
代
表
の
概
念
史
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
次
の
点
で

特
殊
性
を
有
し
て
い
た
と
言
え
る
。
彼
の
代
表
概
念
は
、
代
表
の
概
念
史
に
お
け
る
二
つ
の
伝
統
の
う
ち
の
一
方
の
み
を
強
調
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
不
可
視
の
も
の
を
可
視
化
し
、
現
実
に
は
目
に
見
え
る
形
で
実
在
し
な
い
も
の
を
現
在
化
す
る
、
と
い
う
中
世

以
来
の
代
表
概
念
を
強
調
し
、神
概
念
や
人
民
の
政
治
的
統
一
と
い
う
、経
験
的
に
は
存
在
し
な
い
高
次
の
価
値
が
代
表
さ
れ
る
と
論
じ
た
。

そ
し
て
、ホ
ッ
ブ
ズ
の
代
表
論
を
部
分
的
に
受
容
し
、主
権
者
と
い
う
一
人
格
の
代
表
に
よ
り
統
一
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
た
。
た
だ
し
、

ホ
ッ
ブ
ズ
の
場
合
に
は
、
一
人
格
と
し
て
の
主
権
者
と
し
て
、
一
人
の
人
間
す
な
わ
ち
君
主
だ
け
で
は
な
く
、
合
議
体
が
想
定
さ
れ
て
い
た

が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
見
解
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ピ
ト
キ
ン
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
代
表
思
想
は
近
代
の
代
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表
概
念
に
含
ま
れ
る
代
表
思
想
の
第
二
の
伝
統
、
す
な
わ
ち
〈
本
人
─
代
理
人
関
係
〉
と
い
う
法
的
擬
制
を
含
意
し
、
し
た
が
っ
て
主
権
者

は
本
人
で
あ
る
臣
民
に
対
し
て
一
定
の
義
務
を
負
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
理
解
し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、『
憲
法
論
』
で
は
新
た
に
、
代
表
の
内
容
は
人
民

0

0

の
政
治
的
統
一
で
あ
る
と
す
る
新
た
な
認
識
が
示
さ
れ
、
同
一
性
概
念
と
結
合

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
で
展
開
さ
れ
た
従
来
の
代
表
概
念
は
一
定
の
変
更
を
被
っ
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
代

表
概
念
は
、一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
経
て
、そ
し
て
政
治
的
統
一
と
し
て
の
国
家
観
を
形
成
し
た
の
ち
に
、

独
自
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
四
節　
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
の
結
合

（
一
）
同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
─
─
そ
の
結
合
の
可
能
性

　

前
述
の
通
り
、『
憲
法
論
』
以
前
の
著
作
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
君
主
主
権
の
基
礎
と
人
民
主
権
の
基
礎
は
排
他
的
な
関
係
に
あ
る

と
捉
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
は
、
君
主
主
権
の
形
而
上
学
的
基
礎
で
あ
る
超
越
性
と
、
人
民
主
権
の
基
礎
で
あ
る

内
在
性
と
同
一
性
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。『
憲
法
論
』
に
お
い
て
も
両
原
理
は
原
理
的
に
は

0

0

0

0

0

、
本
来
相
反
す
る

も
の
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
が
、
し
か
し
政
治
的
現
実
に
お
い
て
、
両
者
は
不
可
避
的
に
結
合
す
る
の
だ
と
新
た
に
論
じ
ら
れ
る
。

　

同
一
性
原
理
を
絶
対
的
に
貫
徹
す
る
な
ら
ば
、
政
治
的
統
一
は
解
体
の
危
機
に
晒
さ
れ
る
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
考
察
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
、
本
章
第
二
節
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
彼
は
人
民
主
権
原
理
に
基
づ
く
政
治
体
制
で
あ
る
民
主
主
義

体
制
に
お
い
て
も
、
代
表
原
理
が
あ
る
程
度
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
論
じ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
体
制
に
お
い
て
、「
代

表
原
理
に
基
づ
き
、政
治
的
統
一
が
統
治
機
構
（Regierung

）
に
よ
り
描
出
（darstellen

）
さ
れ
る
」（V

L:214

）
必
要
が
あ
る
と
言
う
。
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そ
し
て
、「
近
代
憲
法
の
政
治
的
構
成
部
分
は
、
民
主
主
義
原
理
と
し
て
の
同
一
性
と
君
主
主
義
原
理
と
し
て
代
表
と
の
結
合
か
ら
な
る
」

と
い
う
著
名
な
命
題
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
政
治
体
制
は
民
主
主
義
原
理
と
し
て
の
同
一
性
と
君
主
主
義
原
理
と
し
て
代
表
と
の
結
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
す
る
、
こ
の

認
識
に
基
づ
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
統
治
者
の
数
に
よ
っ
て
政
体
を
分
類
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
以
来
の
三
政
体
論
を
解
体
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し

て
君
主
政
、
貴
族
政
、
民
主
政
と
い
う
従
来
の
分
類
は
、
究
極
的
に
は
同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
と
い
う
二
つ
の
原
理
の
対
立
に
還
元
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
、
政
体
論
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
治
体
制
に
お
け
る
相
違
は
全
て
、
同
一
性
原
理
あ
る

い
は
代
表
原
理
の
い
ず
れ
が
優
越
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
り
説
明
さ
れ
う
る
（V

L:215

）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
異

な
る
原
理
の
結
合
が
不
可
避
的
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。

　
「
政
治
生
活
の
実
際
に
お
い
て
、
同
一
性
原
理
と
い
う
構
造
要
素
を
す
べ
て
放
棄
し
え
た
国
家
が
存
在
し
な
い
の
と
同
様
に
、
代
表

と
い
う
構
成
要
素
を
す
べ
て
放
棄
し
え
た
国
家
と
い
う
も
の
も
存
在
し
な
い
。
無
条
件
に
絶
対
的
同
一
性
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
試
み

が
な
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
代
表
の
要
素
と
方
法
は
不
可
避
的
に
残
存
し
、
反
対
に
同
一
性
概
念
を
も
た
な
い
代
表
は
不
可
能
で

あ
る
。
同
一
性
と
代
表
と
い
う
、
こ
の
二
つ
の
可
能
性
は
互
い
に
排
除
し
合
う
も
の
で
は
な
く
、
政
治
的
統
一
の
具
体
的
形
成
に
と
っ

て
の
、
正
反
対
を
志
向
す
る
二
つ
の
点
な
の
で
あ
る
。
一
国
家
に
お
い
て
は
、
両
者
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
優
位
す
る
が
、
両
者
は
と

も
に
人
民
の
政
治
的
実
存
に
と
り
必
要
な
も
の
な
の
で
あ
る
」（V

L:205f.

）

　

同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
は
不
可
避
的
に
結
合
す
る
、
と
い
う
以
上
に
見
た
議
論
は
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
新
た
に
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。『
政
治
神
学
』
か
ら
『
憲
法
論
』
執
筆
ま
で
の
時
期
に
見
出
さ
れ
る
、両
原
理
の
関
係
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
の
変
化
は
、
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ど
の
よ
う
に
し
て
説
明
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
一
性
原
理
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
理
解
が
『
政
治
神
学
』
以
降
、
漸
次
変
更
さ
れ
て
き
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。
彼
に
よ
り
当
初
否
定
的
に
評
価
さ
れ
た
人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
、
そ
の
形
而
上
学
的
基
礎
と
し
て
の
同
一
性
概
念
の
内

実
は
、
議
会
主
義
論
初
版
以
降
、
実
は
彼
自
身
に
よ
り
新
た
な
解
釈
が
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。『
憲
法
論
』

公
刊
の
前
年
に
発
表
さ
れ
た
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
で
は
、
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
と
い
う
民
主
主
義
的
同
一
性
思
想
は
、
人
民
に

よ
る
指
導
者
に
対
す
る
喝
采
を
民
主
主
義
と
す
る
議
論
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
同
時
に
、
人
民
は
、
政
務
官
す

な
わ
ち
為
政
者
が
投
げ
か
け
る
単
純
な
問
い
に
対
し
て
是
か
非
か
を
答
え
る
能
力
し
か
も
た
な
い
受
動
的
存
在
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
一
九
一
〇
年
代
以
来
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
お
よ
び
『
政
治
神
学
』
で
示
さ
れ
た
代
表
概
念
が
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
変
容
し
た

と
い
う
経
緯
が
あ
る
。『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
で
は
、
人
民
の
政
治
的
決
定
に
は
政
務
官
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
、
モ
ム
ゼ
ン
の
古

代
ロ
ー
マ
国
法
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
認
識
を
受
容
し
た
上
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
独
自
に
、
政
務
官
は
人
民
の
政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
性
格

を
も
つ
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
前
節
で
確
認
し
た
通
り
、『
憲
法
論
』
で
彼
は
、
代
表
の
内
容
は
人
民
の
政
治
的
統
一
で
あ
る
と
す
る
新
た

な
認
識
を
示
し
た
。

　

こ
う
し
て
同
一
性
と
代
表
と
い
う
両
概
念
の
内
実
が
漸
次
変
更
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
最
終
的
に
、
前
者
は
指
導
者
に
対
す
る
人
民
の
信

任
と
喝
采
を
、
後
者
は
人
民
の
政
治
的
統
一
の
代
表
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
両
原
理
は

結
合
可
能
だ
と
主
張
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位
に
対
す
る
解
釈

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
人
民
概
念
の
特
質
を
、
決
し
て
形
式
化
さ
れ
な
い
「
公
的
に
組
織
さ
れ
な
い
力
」
で
あ
る
こ
と
、
す
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な
わ
ち
単
な
る
一
国
家
機
関
に
は
決
し
て
還
元
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
見
出
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
民
主
主
義
に
お
け
る
人
民

の
政
治
的
行
動
能
力
と
意
義
」
は
憲
法
法
律
の
規
定
の
枠
内
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
当
然
、
人
民
が
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
民
主
主
義
憲
法
の
正
統
性
お
よ
び
妥
当
性
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
は
、
憲
法
を
制

定
し
た
後
も
、
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
と
し
て
の
人
民
は
憲
法
法
律
上
の
規
定
と
並
立
し
、
し
か
も
こ
れ
に
超
越
す
る
力
と
し
て
存
在
し
続

け
る
と
論
じ
る
。

　

人
民
主
権
原
理
に
元
来
立
脚
す
る
、
人
民
を
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
と
す
る
民
主
主
義
論
に
基
づ
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
独
裁
は
民
主

主
義
的
基
盤
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
」（V

L:237

）
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
「
自
由
主
義
的
法
治
国
家
の
原
理
」
は
「
構
成
要
件
に
よ
り

制
限
さ
れ
た
、一
般
に
規
範
化
さ
れ
た
権
限
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、そ
の
授
権
の
範
囲
と
内
容
が
そ
の
裁
量
に
依
存
す
る
」よ
う
な「
独

裁
」
に
背
反
し
、「
政
治
形
式
と
し
て
の
民
主
主
義
に
と
り
、〔
法
治
国
家
的
な
─
─
引
用
者
〕
こ
の
傾
向
は
本
質
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
疎

遠
で
さ
え
あ
る
」
と
さ
れ
る
（Ebd.

）。
こ
こ
で
言
う
「
独
裁
」
と
は
、
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
者
に
よ
る
、
人
民
主
権
原
理
に
基
づ

く
独
裁
、
す
な
わ
ち
主
権
独
裁
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
主
権
独
裁
論
と
民
主
主
義
論
と
の
連
続
性
が
改

め
て
確
認
さ
れ
る
。

　
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
で
は
、
人
民
に
よ
り
喝
采
さ
れ
る
指
導
者

0

0

0

（Führer

）
と
、
人
民
の
政
治
的
決
定
に
と
り
不
可
欠
の
存
在
で

あ
り
、
人
民
の
政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
政
務
官

0

0

0

（M
agistrat

）
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
論
究
さ
れ
て
い
た
。
続
く
『
憲
法
論
』
で
は
、
ヴ
ァ

イ
マ
ル
憲
法
に
お
け
る
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位
に
つ
い
て
の
分
析
を
通
じ
て
、
民
主
主
義
的
同
一
性
原
理
に
基
づ
く
指
導
者
と
、
代
表
原
理

に
基
づ
く
代
表
者
が
一
致
す
る
可
能
性
が
検
討
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位
は
、
君
主
主
義
原
理
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
、
従
来
の
君
主
政
に
お
け
る
皇
帝

に
代
わ
り
、
代
表
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
と
説
明
さ
れ
る
（V

L:290-292

）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
共
和
政
に
お
け
る
大
統
領
は
「
議
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会
主
義
的
君
主
政
の
共
和
政
化
さ
れ
た
君
主
」
と
し
て
、
代
表
の
性
格
を
有
す
る
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
代
表
者

と
し
て
、
大
統
領
と
議
会
の
人
民
代
表
が
二
元
主
義
的
に
並
存
す
る
。

　

他
方
で
彼
は
、
大
統
領
制
に
は
直
接
民
主
主
義
の
思
想
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
説
明
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ヒ
大

統
領
は
「
全
人
民
の
信
任
（V

ertrauen

）
を
一
身
に
集
め
る
」
者
で
あ
り
、
喝
采
の
対
象
と
な
る
政
治
指
導
者
で
あ
る
（V

L:350f.

）。「
ラ

イ
ヒ
議
会
を
解
散
し
、あ
る
い
は
ラ
イ
ヒ
議
会
の
法
律
の
議
決
に
対
し
て
人
民
投
票
を
命
じ
る
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
利
は
、「
人
民
へ
の
訴
え
」

を
行
い
、
議
会
に
対
抗
し
て
、
選
挙
権
を
も
つ
公
民
と
の
直
接
的
結
合
を
創
り
出
す
可
能
性
を
付
与
す
る
」。
こ
の
点
で
ラ
イ
ヒ
大
統
領
選

挙
は「
ド
イ
ツ
人
民
の
偉
大
な
喝
采
」で
あ
り
、こ
こ
に
は「
民
主
主
義
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
喝
采
が
も
つ
抗
し
難
さ
」が
あ
る
と
論
じ
る
。

　

な
お
、『
憲
法
論
』
で
は
新
た
に
、「
中
立
的
権
力
」
と
し
て
の
大
統
領
の
役
割
と
そ
の
可
能
性
が
言
及
さ
れ

（
（2
（

る
。
も
し
ラ
イ
ヒ
大
統
領
が

非
党
派
的
で
中
立
な
力
で
あ
る
な
ら
ば
、「
中
立
的
権
力
の
担
い
手
」
と
し
て
、
自
ら
は
決
定
せ
ず
、
諸
党
派
を
調
停
し
て
和
解
を
も
た
ら

す
と
い
う
役
割
を
果
た
し
う
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
投
票
を
経
て
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
初
代
大
統
領
エ
ー
ベ
ル
ト
を
例
に
と
り
、「
中

立
的
権
力
」
と
し
て
ラ
イ
ヒ
大
統
領
が
機
能
す
る
可
能
性
を
論
じ
た
。
し
か
し
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
役
割
は
、
大
統
領
が
人
民
に
よ
り

直
接
選
出
さ
れ
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
り
え
た
。
大
統
領
が
全
人
民
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
場
合
、
も
し
く
は
諸
政
党
の
連

合
に
よ
っ
て
政
党
間
協
定
に
基
づ
い
て
選
出
さ
れ
る
場
合
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
中
立
的
権
力
で
は
あ
り
え
な
い
。
特
に
前
者
に
お
い
て
、
必

然
的
に
政
治
的
力
で
あ
る
人
民
投
票
を
経
て
選
出
さ
れ
た
大
統
領
は
政
治
的
存
在
で
あ
り
、「
中
立
的
第
三
者
」
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ

の
と
き
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
「
特
殊
に
決
定
的
か
つ
強
力
な
意
味
に
お
い
て
政
治
家
で
あ
り
、政
治
指
導
者
」（V

L:352f.

）
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
直
接
公
選
に
よ
る
当
時
の
ド
イ
ツ
ラ
イ
ヒ
大
統
領
、
す
な
わ
ち
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
こ
う
し
た
中
立
的
権
力
と
し
て
の

役
割
を
期
待
し
う
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
た
。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
方
で
は
ラ
イ
ヒ
大
統
領
を
「
議
会
主
義
的
君
主
政
の
共
和
政
化
さ
れ
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（
１
）
権
左
武
志
、「
ワ
イ
マ
ー
ル
期
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
思
想
―
近
代
理
解
の
変
遷
を
中
心
と
し
て
」、『
北
大
法
学
論
集
』
五
四
巻
六
号
、

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
三
一
頁
。

（
２
）
権
左
、
前
掲
、
二
〇
三
二
頁
。

（
３
）「
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
、
自
己
を
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
と
し
て
構
成
し
た
。
す
な
わ
ち
人
民
が
自
己
の
行
為
能
力
を
自
覚
し
、
そ
れ
と
と
も

に
既
存
の
政
治
的
統
一
お
よ
び
行
為
能
力
と
い
う
明
白
に
肯
定
さ
れ
た
前
提
の
下
、
自
己
自
身
に
憲
法
を
与
え
る
の
で
あ
る
」（V

L:50

）。

（
４
）
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
に
お
け
る
代
表
思
想
と
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
代
表
原
理
を
連
続
的
に
捉
え
る
、
和
仁
陽
、『
教
会
・
公
法
学
・
国
家
：
初

期
カ
ー
ル
＝
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
公
法
学
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
。
和
仁
は
、
同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
が
結
合
す
る
と
い
う

『
憲
法
論
』
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
前
の
議
論
と
比
較
し
て
前
者
は
大
き
く
変
更
さ
れ
る
が
、
後
者
（
す
な
わ
ち
代
表
な
い
し
「
再

現
前
」）
は
変
更
を
被
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
。「
実
は
、
こ
の
共
存
関
係
の
実
現
の
た
め
、
大
き
く
譲
歩
し
た
の
は
同
一
性
概

念
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
一
性
は
、
フ
ォ
ル
ク
の
領
域
に
取
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、D

ie D
iktatur

に
お
け
る
同
一
性
（
あ
る
い

は
そ
の
前
身
）
が
全
く
無
定
形
な
フ
ォ
ル
ク
の
、
革
命
的
な
原
理
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
非
常
な
変
化
を
遂
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
再
現

前
の
方
は
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
論
以
来
の
含
蓄
を
失
う
こ
と
な
く
保
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ォ
ル
ク
の
革
命
性
は
、
基
礎
理
論
の

部
分
の
根
幹
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
実
定
的
憲
法
概
念
と
憲
法
制
定
権
力
の
理
論
の
中
で
、
法
的
に
極
め
て
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。
し
か
し
、

た
君
主
」
と
し
て
理
解
し
、
代
表
原
理
に
基
づ
き
、
人
民
の
政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
者
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
他
方
で
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領

は
必
然
的
に
政
治
的
性
格
を
も
つ
と
考
え
、
同
一
性
原
理
に
基
づ
き
、「
ド
イ
ツ
人
民
の
偉
大
な
喝
采
」「
全
人
民
の
信
任
」
を
受
け
る
政
治

指
導
者
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
と
い
う
一
つ
の
地
位
な
い
し
は
人
格
の
う
ち
に
、
代
表
原
理

に
基
づ
く
代
表
者
と
し
て
の
性
格
と
、同
一
性
原
理
に
基
づ
く
政
治
指
導
者
と
し
て
の
性
格
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、ヴ
ァ

イ
マ
ル
国
家
の
政
治
的
現
実
に
お
い
て
、
同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
の
結
合
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
、
す
な
わ
ち
強
力
な
民
主
主
義
的
正

統
性
に
支
え
ら
れ
、
政
治
的
統
一
を
代
表
し
、
こ
れ
を
保
証
す
る
存
在
と
し
て
、
彼
は
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
期
待
を
掛
け
た
の
で
あ
る
。
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ま
さ
に
フ
ォ
ル
ク
概
念
が
そ
の
革
命
性
を
体
系
上
憲
法
概
念
の
領
域
に
委
譲
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
家
の
具
体
的
秩
序
原
理
の
場
面
で
は
、
同

一
性
は
、
明
白
に
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
的
性
格
を
保
持
し
た
再
現
前
の
フ
ォ
ル
ム
に
自
在
の
展
開
を
許
す
の
で
あ
る
」（
和
仁
、
前
掲
、
二
七

七
頁
）。

（
５
）H

anna F
enichel Pitkin, “R

epresentation”, E
dited by T

erence B
all, Jam

es F
arr and R

ussell L. H
anson, P

olitical 
innovation and conceptual change, Cam

bridge U
niversity Press 1989, p.138.

（
６
）Pitkin, ibid., p.133.

（
７
）Pitkin, ibid., pp.133, 134.

（
８
）Pitkin, ibid., p.134.

（
９
）Pitkin, ibid., p.135.

（
10
）Pitkin, ibid., pp.136, 137.

（
11
）V

gl. N
eum

ann,a.a.O
., S.151. 

和
仁
は
、初
期
以
来
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
一
貫
し
て
説
い
て
き
た
、ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
的
再
現
前
の
特
性
」

と
し
て
「
私
法
・
経
済
・
技
術
に
対
す
る
公
法
的
・
政
治
的
・
公
共
的
性
格
、
顕
職
（W

ürde

）
を
保
有
す
る
ペ
ル
ソ
ー
ン
と
の
不
可
分
の
結
合
」

と
並
び
、「
超
越
性
と
可
視
性
」
を
挙
げ
、
こ
う
し
た
特
性
は
す
べ
て
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
代
表
原
理
に
継
承
さ
れ
た
、
と
論
じ
る
（
和
仁
、

前
掲
、
二
七
八
頁
）。

（
12
）
和
仁
、
前
掲
、
二
七
八
頁
。

（
13
）T

hom
as H

obbs, L
eviathan. E

ine A
usw

ahl. E
nglish/D

eutsch, übersetzt von H
olger H

anow
ell, (H

rsg.) Jürgen K
elin, 

Stuttgart, S.354.

（
14
）Pitkin, ibid., p.141.

（
15
）
権
左
、
前
掲
、
二
〇
三
二
頁
。

（
16
）
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
研
究
者
で
あ
る
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
人
民
と
喝
采
と
公
共
性
と
の
相
関
関
係
に
対
す
る
認
識
を
ペ
ー
タ
ー

ゾ
ン
か
ら
得
た
と
主
張
す
る
。
と
い
う
の
も
、
人
民
と
喝
采
と
公
共
性
と
の
相
関
関
係
は
「
古
代
の
エ
ク
レ
シ
ア
概
念
の
構
造
」
に
対
応
す
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
と
言
う
（N

ichtw
eiß, a.a.O

., S.627.

）。
し
か
し
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
の
説
明
に
よ
っ
て
は
、
代
表
と
公
共
性
の
関
係
に
つ

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
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結
び

（
一
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
成
立
過
程

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
通
じ
て
、
最
初
期
一
九
一
〇
年
代
か
ら
『
憲
法
論
』（
一
九
二
八
年
）
公
刊
ま
で
の
時
期
に
か
け
て
、
民
主
主
義
に

関
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
思
想
は
、
次
の
よ
う
な
発
展
を
経
て
成
立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
一
章
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
観
、
個
人
観
お
よ
び
人
間
観
と
神
学
的
世
界
観
、
そ
し
て
法
学
方
法
論
を

明
ら
か
に
し
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
に
提
出
し
た
教
授
資
格
申
請
論
文
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
に
お
い
て
彼
は
、〈
法
・

規
範
の
世
界
〉
と
〈
事
実
・
経
験
の
世
界
〉
を
区
別
す
る
二
元
論
的
世
界
観
を
前
提
と
し
、
法
を
実
現
す
る
主
体
と
し
て
の
国
家
像
を
提
示

し
た
。
そ
の
際
に
彼
は
、
国
家
に
よ
り
定
立
さ
れ
る
実
定
法
か
ら
区
別
さ
れ
る
、
国
家
を
超
越
し
た
規
範
と
し
て
の
法
、
す
な
わ
ち
「
自
然

（
17
）V

gl. auch M
ehring, a.a.O

., S.90, 93.
（
18
）W

erner W
ittich, “D

er soziale Gehalt von Goethes Rom
an >>W

ilhelm
 M

eisters Lehrjahr<<
”, H

auptproblem
e der 

Soziologie. E
rinnerungsgabe für M

ax W
eber, II Band, (H

rsg.) M
elchior Palyi, M

ünchen und Leipzig, 1923, S.279.

（
19
）W

ittich, a.a.O
., S.293.

（
20
）
代
表
の
観
点
か
ら
、『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
行
時
代
』
を
解
釈
す
る
、vgl. Jürgen H

aberm
as, Strukturw

andel der 
Ö

ffentlichkeit. U
ntersuchung zu einer K

ategorie der bürgerlichen G
esellschaft, Suhrkam

p, 1990, S.67-69. 

（『
公
共
性
の
構
造
転

換
』
細
谷
貞
雄
、
山
田
正
行
訳
、
未
来
社
、
二
〇
一
三
年
、
二
三
─
二
六
頁
、
参
照
。）
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
ヴ
ィ
テ
ィ
ッ
ヒ
が
小
説
中
の
手
紙

に
社
会
学
的
観
点
か
ら
注
意
を
促
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（H

aberm
as, a.a.O

., S.67. 

邦
訳
、
四
一
頁
。）

（
21
）
権
左
、
前
掲
、
二
〇
三
三
頁
。
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主
義
な
き
自
然
法
」「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」
を
想
定
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
こ
の
高
次
の
法
に
は

具
体
的
な
内
容
が
備
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
は
法
実
現
主
体
に
よ
り
定
式
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
、
経
験
的

世
界
の
内
に
は
本
来
実
在
し
な
い
規
範
と
し
て
の
法
は
、
経
験
的
世
界
に
お
け
る
国
家
に
よ
り
定
式
化
さ
れ
る
こ
と
で
初
め
て
法
は
実
現
す

る
。
そ
し
て
、
国
家
に
よ
る
法
の
定
式
化
と
い
う
媒
介
な
し
に
は
、
経
験
的
世
界
に
法
は
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
法
と
不
法
の
区
別
も
な

い
の
で
、こ
う
し
た
課
題
を
担
う
国
家
の
価
値
は
途
方
も
な
く
大
き
い
、と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、国
家
の
価
値
を
強
調
す
る
一
方
で
、

個
人
は
本
来
、
自
然
的
存
在
と
し
て
は
無
意
味
で
あ
る
と
論
じ
る
。
国
家
に
よ
る
法
実
現
な
し
に
は
、
人
間
は
法
と
不
法
の
区
別
を
知
ら
な

い
自
然
状
態
に
置
か
れ
る
。
個
人
は
法
を
実
現
す
る
と
い
う
国
家
の
課
題
に
献
身
し
、
そ
の
た
め
の
道
具
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
き
に

初
め
て
意
味
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
た
（
第
一
節
）。

　

こ
う
し
た
国
家
観
、
国
家
と
個
人
の
関
係
に
対
す
る
見
解
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
神
学
的
、
形
而
上
学
的
世
界

観
が
あ
っ
た
。「
教
会
の
可
視
性
」（
一
九
一
七
年
）
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
で
あ
る
原
罪
観
念
に
基
づ
き
、
極
端
に
悲
観
主
義
的
な
人

間
観
と
世
俗
世
界
に
対
す
る
見
方
が
示
さ
れ
た
。
彼
独
自
の
こ
う
し
た
世
界
観
と
人
間
観
は
、
現
代
の
個
人
主
義
と
デ
カ
ル
ト
以
降
の
近
代

の
特
徴
と
さ
れ
た
主
観
主
義
を
痛
烈
に
批
判
す
る
『
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
』（
一
九
一
九
年
）
に
ま
で
継
承
さ
れ
る
（
第
二
節
）。

　

一
九
一
〇
年
代
に
は
、
そ
の
後
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
的
発
展
を
一
定
程
度
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
、
彼
独
自
の
方
法
論
が
す
で
に
形

成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
こ
の
時
期
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
Ｈ
．フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
に
よ
り
法
学
的
手
段
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
「
擬
制

（juristische Fiktion

）」
に
注
目
し
て
お
り
、
そ
の
方
法
論
上
の
意
義
を
強
調
し
て
い
た
。
第
二
に
、
法
学
と
神
学
と
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で

捉
え
る
と
い
う
方
法
論
、
す
な
わ
ち
法
学
神
学
並
行
論
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
最
初
期
の
著
作
『
法
律
と
判
決
』
に
は
当
時
す
で
に
『
政

治
神
学
』
に
お
け
る
「
政
治
神
学
的
方
法
」
の
萌
芽
的
思
想
が
見
出
さ
れ
た
。
擬
制
と
法
学
神
学
並
行
論
と
い
う
方
法
論
に
対
し
て
、
ケ
ル

ゼ
ン
も
ま
た
同
時
期
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
理
論
を
形
成
す
る
途
上
で
こ
う
し
た
方
法
論
を
適
用
す
る
際
の
両
者
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の
態
度
は
対
照
的
で
あ
っ
た
（
第
三
節
）。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
次
大
戦
開
戦
か
ら
ド
イ
ツ
が
敗
戦
と
革
命
を
迎
え
る
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
戦
争
体
験
を
踏
ま

え
、
こ
れ
と
密
接
な
関
係
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
戒
厳
状
態
論
、
委
任
独
裁
論
、
主
権
独
裁
論
に
注
目
し
、『
独
裁
』（
一
九
二
一
年
）
の
成

立
過
程
を
解
明
し
た
。
ま
ず
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
独
裁
論
研
究
の
出
発
点
に
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
戒
厳
状
態
論
研
究
が
あ
っ
た
こ
と
を
解
明

し
た
。
彼
の
日
記
帳
や
大
戦
中
の
軍
務
内
容
に
関
す
る
資
料
に
基
づ
き
、
戒
厳
状
態
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
い
う
軍
務
を
契
機
に
、「
独
裁

と
戒
厳
状
態
」（
一
九
一
六
年
）
に
お
い
て
独
裁
と
戒
厳
状
態
が
明
確
に
区
別
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
論
稿
は
、
従
来
誤
っ
て
混
同

さ
れ
て
い
た
戒
厳
状
態
と
独
裁
と
を
区
別
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
戒
厳
状
態
と
は
、
一
者
（
軍
事
命
令
権
者
）
に
執
行

権
が
集
中
す
る
状
態
を
指
し
、
独
裁
と
は
、
権
力
分
立
原
則
が
廃
棄
さ
れ
、
一
者
な
い
し
一
機
関
が
立
法
権
お
よ
び
執
行
権
を
掌
握
し
て
い

る
状
態
を
指
す
。
本
論
稿
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
眼
は
専
ら
、
戒
厳
状
態
を
規
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
独
裁
と
の
区
別
を
通
じ

て
可
能
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
独
裁
に
対
す
る
考
察
は
、
戒
厳
状
態
を
説
明
す
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
上
で
必
要
な
範
囲
で
な
さ
れ

た
に
留
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
な
る
課
題
と
し
て
、独
裁
の
概
念
化
と
い
う
問
題
を
取
り
出
し
た
の
で
あ
っ

た
（
第
一
節
）。

　

ド
イ
ツ
の
敗
戦
と
革
命
を
経
て
、
軍
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
に
講
師
と
し
て
勤
め
る
。
近
年
に
一

部
が
公
表
さ
れ
た
彼
の
政
治
思
想
史
講
義
録
（
一
九
一
九
年
）
か
ら
、
彼
は
ボ
ダ
ン
論
を
通
じ
て
、
絶
対
君
主
に
よ
る
主
権
の
確
立
と
こ
れ

を
通
じ
た
国
家
的
統
一
の
達
成
の
意
義
を
当
時
か
ら
強
調
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
論
を
通
じ
て
、
社
会
契
約
に
よ
る
「
絶
対

的
代
表
」
の
創
出
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
第
二
節
）。
そ
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
独
裁
』
に
お
い
て
、
主
権
者
と
独

裁
官
と
を
区
別
す
る
ボ
ダ
ン
の
理
論
に
即
し
て
、
主
権
者
に
よ
り
課
せ
ら
れ
た
特
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
独
裁
、
す
な
わ
ち
任
期
と

権
限
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
委
任
独
裁
を
定
式
化
し
た
（
第
三
節
）。
さ
ら
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
議
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
主
権
者
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と
独
裁
官
が
一
致
す
る
可
能
性
、
す
な
わ
ち
独
裁
官
が
執
行
権
の
み
な
ら
ず
立
法
権
を
も
掌
握
す
る
場
合
に
つ
い
て
考
察
し
、
近
代
以
降
の

現
象
と
し
て
の
主
権
独
裁
を
分
析
し
た
。
そ
の
上
で
、
ル
ソ
ー
と
シ
ー
エ
ス
の
議
論
に
対
す
る
独
自
の
解
釈
を
通
じ
て
、「
人
民
の
意
志
」

と
の
「
同
一
化
」
を
支
配
の
根
拠
と
す
る
独
裁
を
主
権
独
裁
と
し
て
把
握
し
た
。
こ
れ
は
、
新
た
な
体
制
を
確
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期
に
現

象
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
独
裁
で
あ
り
、
主
権
者
で
あ
る
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
者
に
よ
る
独
裁
を
意
味
す
る
。
彼
は
、
主
権
独
裁

の
典
型
的
事
例
と
し
て
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
独
裁
を
位
置
づ
け
、ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
が
こ
う
し
た
独
裁
の
正
当
化
に
奉
仕
し
た
と
論
じ
た（
第

四
節
）。

　

ジ
ャ
コ
バ
ン
派
独
裁
と
並
ぶ
主
権
独
裁
の
事
例
と
し
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
理
解
す
る
。
人
民
主
権
原
理
に
基
づ
き
、

独
裁
の
根
拠
を
人
民
の
意
志
に
求
め
る
限
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
は
主
権
独
裁
で
あ
り
、
民
主
主
義
と
は
矛
盾
し
な
い
。
こ
う
し
た
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
議
論
を
、
多
数
決
原
理
を
廃
棄
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
は
民
主
主
義
に
反
す
る
、
と
論
じ
た
ケ
ル
ゼ
ン
の
議
論
と
比
較
し
た
。

そ
の
結
果
、多
数
決
原
理
を
民
主
主
義
の
本
質
的
契
機
と
し
て
捉
え
ず
、人
民
の
意
志
を
独
裁
の
究
極
的
根
拠
と
見
做
す
こ
と
が
、シ
ュ
ミ
ッ

ト
に
と
り
、
民
主
主
義
論
を
形
成
す
る
際
の
出
発
点
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
以
上
か
ら
、
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
能
力
を
も
つ

限
り
に
お
い
て
、
少
数
派
に
よ
る
支
配
も
ま
た
民
主
主
義
的
に
正
統
化
さ
れ
る
、
と
す
る
議
会
主
義
論
で
展
開
さ
れ
る
民
主
主
義
論
の
萌
芽

が
当
時
す
で
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
第
五
節
）。

　

第
三
章
で
は
、『
政
治
神
学
』（
一
九
二
二
年
）、
こ
れ
と
同
時
期
に
成
立
し
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
（
一
九
二
三
年
）
を
分
析
し
、
民
主
主

義
お
よ
び
人
民
主
権
論
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
当
初
の
評
価
が
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
民
主
主
義

を
批
判
す
る
際
の
根
拠
と
さ
れ
た
も
の
が
「
国
家
的
統
一
」
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
ま
ず
、
人
民
主
権
を
近
代
史
の
文
脈
に

位
置
付
け
て
理
解
す
る
た
め
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
利
用
し
た
「
政
治
神
学
的
方
法
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
同
時
代
の
神
学
的
な
い
し
形
而
上
学

的
世
界
像
と
政
治
的
構
造
の
間
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
想
定
す
る
と
い
う
方
法
が
、
一
九
世
紀
の
反
革
命
の
国
家
哲
学
者
、
特
に
Ｄ
．コ
ル
テ
ス
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の
歴
史
観
に
由
来
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
第
一
節
）。

　

そ
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
方
法
に
従
い
、
君
主
主
権
な
い
し
絶
対
君
主
政
の
特
徴
を
、
主
権
者
の
超
越
性
と
代
表
的
性
格
と
し
て
肯

定
的
に
捉
え
、
人
民
主
権
な
い
し
民
主
主
義
の
特
徴
を
、
主
権
者
の
内
在
性
と
「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
一
連
の

同
一
性
」
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
初
期
近
代
に
確
立
し
た
君
主
主
権
は
、
神
学
・
形
而
上

学
的
世
界
像
と
し
て
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
教
皇
制
度
あ
る
い
は
一
神
教
の
有
神
論
と
構
造
的
に
類
比
関
係
に
あ
り
、
こ

れ
が
世
俗
化
さ
れ
る
こ
と
で
、人
民
主
権
が
成
立
し
た
。
君
主
主
権
と
類
比
関
係
に
あ
る
有
神
論
的
世
界
像
に
お
い
て
は
、唯
一
神
の
存
在
、

お
よ
び
世
界
に
対
す
る
神
の
超
越
が
前
提
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
同
様
に
、
君
主
主
権
に
お
い
て
は
、
唯
一
の
主
権
者
と
し
て
の
君
主
の
存

在
、
お
よ
び
国
家
に
対
す
る
君
主
の
超
越
が
前
提
さ
れ
る
。『
政
治
神
学
』
と
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
を
併
せ
て
解
釈
す

る
な
ら
ば
、
人
格
的
代
表
と
い
う
性
格
を
も
つ
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
皇
と
同
様
に
、
絶
対
君
主
政
は
代
表
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
と
想

定
さ
れ
て
い
た
。
他
方
で
、人
民
主
権
は
、汎
神
論
あ
る
い
は
〈
形
而
上
学
一
般
に
対
す
る
無
関
心
な
態
度
〉
と
類
比
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
、

主
権
者
の
複
数
性
、
お
よ
び
主
権
の
内
在
性
を
前
提
と
す
る
。
一
九
世
紀
以
降
新
た
に
台
頭
す
る
民
主
主
義
思
想
は
「
内
在
観
念
」
に
支
配

さ
れ
て
お
り
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
を
初
め
と
す
る
「
一
連
の
同
一
性
」
を
特
徴
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
超

越
」
と
「
代
表
」、
主
権
者
の
唯
一
性
を
、
君
主
主
権
な
い
し
絶
対
君
主
政
の
特
徴
と
し
て
把
握
し
、「
内
在
性
」
と
「
同
一
性
」
を
、
人
民

主
権
お
よ
び
民
主
主
義
の
特
徴
と
し
て
理
解
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
両
政
治
体
制
は
神
学
・
形
而
上
学
の
次
元
で
対
立
す
る
関
係
に
あ
る
と

捉
え
て
い
た
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
絶
対
君
主
政
に
お
い
て
確
立
し
た
君
主
主
権
は
、
国
家
的
統
一
を
可
能
に
し
た
と
い
う
歴
史
的
意
義
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
講
義
録
に
お
け
る
と
同
様
に
、君
主
主
権
の
成
立
は
、『
政
治
神
学
』に
お
い
て
も
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
。

そ
の
上
で
、
人
民
主
権
な
い
し
民
主
主
義
は
、
人
格
主
義
的
要
素
お
よ
び
決
断
主
義
的
要
素
を
持
た
な
い
た
め
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
絶
対
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君
主
が
達
成
し
得
た
「
国
家
的
統
一
」
を
実
現
で
き
な
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
見
解
ゆ
え
に
、
彼
は
当
初
、
民
主
主
義
に
対
し

て
批
判
的
立
場
を
表
明
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
論
証
し
た
（
第
二
節
）。

　

本
章
で
は
最
後
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
人
民
主
権
論
解
釈
、
特
に
人
民
主
権
の
歴
史
的
成
立
に
つ
い
て
の
解
釈
を
参
照
し
、
両
者
の
議

論
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
人
民
主
権
論
解
釈
の
独
自
性
と
特
殊
性
を
明
確
化
し
よ
う
と
試
み
た
。
両
者
は
と
も
に
、
ル
ソ
ー

の
『
社
会
契
約
論
』
か
ら
学
び
、
そ
の
人
民
主
権
論
か
ら
学
ん
だ
が
、
人
民
主
権
原
理
と
個
人
の
自
由
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
民
主
主
義

に
お
け
る
少
数
派
保
護
に
つ
い
て
対
立
す
る
見
解
を
有
し
て
い
た
（
第
三
節
）。

　

第
四
章
で
は
、
議
会
主
義
論
初
版
（
一
九
二
三
年
）、
第
二
版
序
文
（
一
九
二
六
年
）、「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」（
一
九
二
七
年
）
を
分

析
対
象
と
し
、
こ
の
時
期
に
、
彼
の
民
主
主
義
に
対
す
る
立
場
が
劇
的
に
転
換
し
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
積
極
的
に
論
じ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
は
、
唯
一
の
「
人
民
の
意
志
」
を
創
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、
民
主
主
義
に
お
い
て
も
国

家
的
統
一
の
達
成
は
可
能
で
あ
る
、
と
新
た
に
認
識
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
議
会
主
義
論
初
版
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
同
一
性
概
念
を

分
析
し
、
現
実
に
存
在
す
る
人
民
の
間
に
は
意
志
の
完
全
な
位
置
は
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
一
致
し
た
「
人
民
の
意
志
」
と
は
擬
制
に
よ

り
創
り
出
さ
れ
た
概
念
に
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、民
主
主
義
に
お
い
て
は「
同
一
性
に
対
す
る
承
認
」に
基
づ
き
、「
同
一
化
」

を
通
じ
て
同
一
性
は
創
り
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
民
の
意
志
は
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
に
よ

れ
ば
、
民
主
主
義
に
お
け
る
本
質
的
問
題
は
、
人
民
の
意
志
形
成
の
問
題
、
す
な
わ
ち
誰
が
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
を
持
つ
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
つ
ま
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
議
会
主
義
論
初
版
に
お
い
て
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
い
う
定
義
の

内
容
を
、「
人
民
の
意
志
」
と
い
う
擬
制
を
い
か
に
形
成
す
る
か
と
い
う
「
同
一
化
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
で
、
民
主
主
義
に
対

す
る
解
釈
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

　

元
来
、
人
民
と
同
一
化
す
る
権
利
を
持
つ
者
、
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
者
が
支
配
す
る
と
す
る
思
想
と
は
、
ま
さ
に
『
独
裁
』
に
お
い



カール・シュミットにおける民主主義論の成立過程（４・完）

北法69（3・45）747

て
論
じ
ら
れ
た
主
権
独
裁
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
当
然
、
主
権
独
裁
と
は
、
新
た
な
政
治
体
制
が
確
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期
、
す
な
わ
ち
革
命

期
の
よ
う
な
例
外
状
態
に
お
い
て
現
象
す
る
独
裁
で
あ
り
、
議
会
主
義
論
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
た
政
治
理
論
と
し
て
の
民
主
主
義
論
と
は

性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
人
民
の
意
志
に
究
極
的
根
拠
を
置
き
、
人
民
と
同
一
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
こ

と
を
正
統
性
根
拠
と
す
る
点
で
、
そ
し
て
人
民
の
意
志
の
形
成
を
重
要
な
契
機
と
す
る
点
で
、
主
権
独
裁
と
民
主
主
義
は
同
一
の
論
理
を
有

し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
に
お
い
て
は
、
人
民
の
意
志
に
究
極
的
根
拠
を
も
ち
、
人
民
の
意
志
を
形
成

す
る
手
段
を
持
つ
者
に
よ
る
支
配
で
あ
る
、
と
い
う
主
権
独
裁
の
論
理
が
、
民
主
主
義
論
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、『
独
裁
』に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
主
権
独
裁
論
を
モ
デ
ル
と
し
て
、議
会
主
義
論
以
降
、民
主
主
義
論
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る（
第

一
節
）。

　

ま
た
、
議
会
主
義
論
第
二
版
序
文
に
お
け
る
ル
ソ
ー
解
釈
を
通
じ
て
、
民
主
主
義
に
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
「
同
質
性
」
概
念
の
基
準
が

新
た
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ル
ソ
ー
の
理
論
に
お
け
る
「
一
般
意
志
」
は
同
質
性
に
他
な
ら
な
い
と
し
、
民
主
主

義
の
前
提
は
、
内
部
に
政
治
的
見
解
や
経
済
的
状
況
、
信
仰
と
い
っ
た
根
本
的
な
点
で
分
裂
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
公
民
と
し
て
公
共
の
事

柄
に
貢
献
す
る
義
務
を
果
た
す
と
い
う
前
提
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
た
（
第
二
節
）。

　

そ
し
て
、こ
の「
同
質
性
」概
念
と
同
時
に
民
主
主
義
の
本
質
と
さ
れ
た
、「
異
質
な
者
の
排
除
」と
い
う
論
理
が「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」

に
お
い
て
は
国
際
関
係
の
文
脈
で
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
こ
で
「
人
民
の
政
治
的
統
一
」
と
し
て
の
国
家
観
が
新
た
に
提
示
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
（
第
三
節
）。

　

第
五
章
で
は
、『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』（
一
九
二
七
年
）
を
分
析
し
、「
人
民
に
よ
る
指
導
者
へ
の
喝
采
」
を
民
主
主
義
の
本
質
と
見

做
す
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
が
ど
の
よ
う
な
理
論
的
継
承
を
経
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を
解
明
し
た
。
ま
ず
、
古
代
ロ
ー
マ
史
家　

モ
ム
ゼ
ン
の

『
ロ
ー
マ
国
法
』
に
お
け
る
歴
史
叙
述
に
従
い
、
彼
は
直
接
民
主
主
義
に
お
け
る
政
務
官
と
人
民
の
対
立
関
係
を
民
主
主
義
の
原
型
と
し
て

Th.
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把
握
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
が
モ
ム
ゼ
ン
の
歴
史
研
究
か
ら
得
た
も
の
は
、
次
の
認
識
で
あ
る
─
─
政
務
官
の
選
出
は
人
民
投
票

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
、
市
民
の
共
同
体
が
主
権
者
で
あ
る
こ
と
、
市
民
自
体
は
意
志
能
力
お
よ
び
行
為
能
力
を
も
た
な
い
が
ゆ
え
に
、

市
民
の
政
治
的
決
定
に
際
し
て
は
政
務
官
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
市
民
は
政
務
官
が
定
式
化
し
た
問
題
に
対
し
て
是
か
非
か
を
回
答

す
る
だ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
市
民
の
決
定
は
政
務
官
の
定
式
化
し
た
問
題
に
依
存
す
る
こ
と
。
特
に
彼
は
、
政
務
官
に
よ
り
提
起
さ
れ

た
問
い
に
対
し
て
、
人
民
は
是
か
否
か
で
回
答
す
る
能
力
し
か
も
た
な
い
、
と
す
る
消
極
的
な
人
民
観
を
受
容
し
た
（
第
一
節
）。

　

さ
ら
に
、神
学
者
Ｅ
．ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
る
宗
教
史
研
究
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
か
ら
「
喝
采
」
概
念
の
意
義
を
学
び
、こ
れ
を
契
機
に
、

指
導
者
に
対
す
る
人
民
の
喝
采
こ
そ
が
民
主
主
義
の
根
源
的
現
象
で
あ
る
と
把
握
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
碑
文
の
解
読
を
通
じ
て

古
代
世
界
に
お
け
る
喝
采
概
念
の
意
味
と
役
割
を
検
証
し
た
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
か
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
多
数
の
群
衆
に
よ
る
歓
呼
」

と
し
て
の
喝
采
の
定
義
の
他
、
人
々
を
煽
動
す
る
こ
と
が
喝
采
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
喝
采
を
引
き
起
こ
す
の
は
奇
跡
の
対
す
る
感
嘆
の

念
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
得
た
。
彼
は
こ
の
研
究
を
高
く
評
価
し
た
上
で
、
喝
采
概
念
を
自
ら
の
民
主
主
義
論
に
適
用
し
、「
指
導
者
」

に
対
す
る
人
民
の「
喝
采
」こ
そ
が
民
主
主
義
の
根
源
的
現
象
で
あ
り
、人
民
の「
譲
渡
で
き
な
い
権
利
」で
さ
え
あ
る
と
論
じ
た（
第
二
節
）。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
認
識
が
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
政
治
的
構
成
原
理
と
し
て
「
民
主
主
義
的
同
一
性
」
が
定
式
化
さ
れ
る
前

提
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
モ
ム
ゼ
ン
お
よ
び
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
政
務
官
に

よ
り
定
式
化
さ
れ
た
問
い
に
対
し
て
人
民
は
是
か
非
を
回
答
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
指
導
者
に
対
す
る
人
民
の
喝
采
こ
そ
が

民
主
主
義
の
本
質
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
そ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
自
ら
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
称
す
る
こ
と
に
成
功

す
る
限
り
、
少
数
派
に
よ
る
支
配
も
民
主
主
義
的
に
正
統
化
さ
れ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主

義
論
が
主
権
独
裁
論
と
一
定
の
共
通
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
第
三
節
）。

　

第
六
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
章
で
再
構
成
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
的
発
展
を
踏
ま
え
て
、『
憲
法
論
』（
一
九
二
八
年
）
に
お
い
て
民
主
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主
義
論
が
ど
の
よ
う
に
完
成
さ
れ
る
の
か
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
初
期
以
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
観
の
変
遷
を
概
観
し
た
上
で
、
本
書
で

は
「
人
民
の
政
治
的
統
一
」
と
し
て
の
国
家
の
定
義
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
た
（
第
一
節
）。

　

次
に
、
民
主
主
義
的
同
一
性
原
理
が
「
政
治
的
に
統
一
さ
れ
た
人
民
と
経
験
的
に
存
在
す
る
人
民
と
の
一
致
」
と
し
て
新
た
に
定
義
さ
れ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
用
い
た
同
一
性
に
関
す
る
様
々
な
概
念
、
す
な
わ
ち
同
一
化
、
同
質
性
、
同
種
性

と
い
う
諸
概
念
の
関
係
を
整
理
し
、『
憲
法
論
』
で
は
同
質
性
概
念
に
代
わ
り
、「
人
民
の
同
種
性
」
が
民
主
主
義
的
同
一
性
を
基
礎
付
け
る

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
彼
は
、
民
主
主
義
的
同
一
性
に
潜
在
す
る
諸
々
の
限
界
ゆ
え
に
、
政
治
体

制
は
同
一
性
原
理
の
み
に
よ
っ
て
は
構
成
さ
れ
え
な
い
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
国
家
の
政
治
体
制
は
す
べ
て
、
同
一
性
原
理
と
代
表

原
理
の
結
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
い
う
著
名
な
命
題
を
呈
示
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
主
主
義
を
採
用
す
る
政
治
体
制
も
ま
た
、
同
一
性

原
理
と
と
も
に
代
表
原
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
結
論
付
け
た
（
第
二
節
）。

　

そ
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
九
一
〇
年
代
以
来
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
の
文
脈
に
お
け
る
代
表
概
念
を
引
き
続
き
継
承
し
な
が
ら
も
、
代
表

さ
れ
る
も
の
は
人
民
の
政
治
的
統
一
で
あ
る
と
す
る
新
た
な
代
表
原
理
を
提
示
し
た
（
第
三
節
）。

　

同
一
性
と
代
表
の
結
合
と
い
う
『
憲
法
論
』
で
新
た
に
示
さ
れ
た
認
識
は
、
議
会
主
義
論
以
来
の
両
概
念
に
対
す
る
解
釈
の
変
容
を
背
景

と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
民
主
主
義
的
同
一
性
の
内
実
が
、
指
導
者
に
対
す
る
人
民
の
喝
采
へ
と
転
換
し
た
こ
と
、

次
に
、
代
表
概
念
に
新
た
な
内
容
が
加
わ
り
、『
憲
法
論
』
で
は
人
民
の
政
治
的
統
一
は
政
務
官
な
い
し
は
為
政
者
に
よ
り
代
表
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
指
導
者
に
対
す
る
信
任
と
喝
采
を
、
後
者
は
人
民
の
政
治
的
統
一
の
代

表
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
人
格
に
よ
る
支
配
を
肯
定
す
る
点
で
共
通
し
て
い
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
国
家
に
お
い
て
は
、
同
一
性
原
理
に

基
づ
き
人
民
の
信
任
と
喝
采
を
受
け
る
政
治
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
代
表
原
理
に
基
づ
き
政
治
的
統
一
を
代
表
す
る
為
政
者
と
し
て
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
役
割
に
期
待
を
掛
け
て
い
た
（
第
四
節
）。
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以
上
の
研
究
の
成
果
と
し
て
、
本
稿
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
が
形
成
さ
れ
る
際
に
前
提
と
な
っ
た
諸
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
第

一
に
、
彼
の
思
想
形
成
の
基
盤
に
は
、
彼
自
身
の
神
学
的
世
界
観
に
基
づ
く
悲
観
主
義
的
人
間
観
お
よ
び
個
人
観
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本

性
上
悪
で
あ
る
人
間
の
世
界
に
正
義
と
不
正
義
の
区
別
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
国
家
の
価
値
を
強
調
し
、
第
一
次
大
戦
後
に
は
、
国
家
的

統
一
を
第
一
に
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
彼
自
身
の
政
治
的
価
値
判
断
は
、
民
主
主
義
論
を
形
成
す
る
際
の
前
提
を
な
す
も
の
で

あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
彼
の
民
主
主
義
論
は
、
戦
争
と
革
命
と
い
う
特
殊
な
時
代
状
況
の
な
か
で
構
想
さ
れ
た
例
外
状
態
論
研
究
に
端
を
発
す
る
も
の

で
あ
り
、
主
権
独
裁
を
モ
デ
ル
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
戦
中
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
バ
イ
エ
ル
ン
副
総
司
令
部
に
お
い
て

戒
厳
状
態
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
い
う
任
務
を
負
い
、
戒
厳
状
態
と
独
裁
を
概
念
上
区
別
す
る
と
い
う
研
究
に
着
手
し
た
。
こ
の
当
時
、
未

だ
不
分
明
で
あ
っ
た
独
裁
概
念
を
定
式
化
す
る
こ
と
が
、
彼
に
と
っ
て
の
次
の
課
題
と
な
り
、
ボ
ダ
ン
論
お
よ
び
ホ
ッ
ブ
ズ
論
に
対
す
る
分

析
を
経
て
、
委
任
独
裁
お
よ
び
主
権
独
裁
を
概
念
化
し
た
。
さ
ら
に
、
ル
ソ
ー
、
シ
ィ
エ
ス
と
い
っ
た
革
命
思
想
家
の
理
論
を
も
援
用
す
る

こ
と
で
、「
人
民
の
意
志
に
究
極
的
根
拠
を
も
ち
、
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
を
も
つ
者
に
よ
る
支
配
」
と
し
て
主
権
独
裁
を
定
式
化

す
る
。
こ
う
し
た
主
権
独
裁
の
論
理
は
、
議
会
主
義
論
で
は
民
主
主
義
論
に
適
用
さ
れ
、
民
主
主
義
に
お
い
て
人
民
の
意
志
は
形
成
可
能
で

あ
り
、
民
主
主
義
の
本
質
的
問
題
は
人
民
の
意
志
形
成
の
問
題
、
す
な
わ
ち
誰
が
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
を
持
つ
か
と
い
う
問
い
と

な
る
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
数
の
点
で
少
数
者
で
あ
っ
て
も
、
人
民
の
意
志
と
同
一
化
し
う
る
限
り
、
少
数
者
に
よ
る
多
数

者
の
支
配
も
ま
た
民
主
主
義
的
に
正
当
化
さ
れ
る
と
論
じ
た
。
周
知
の
よ
う
に
彼
は
、「〔
主
権
─
─
引
用
者
〕
独
裁
と
民
主
主
義
は
対
立
物

で
は
な
い
」と
断
定
す
る
が
、そ
れ
は
そ
も
そ
も
彼
の
民
主
主
義
論
が
主
権
独
裁
の
論
理
を
適
用
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
、
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
か
ら
「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
い
う
思
想
を
引
き
出
し
、
民

主
主
義
の
定
義
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
を
初
め
と
し
て
、
過
去
あ
る
い
は
同
時
代
の
思
想
家
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
発
展
し
た
と
い
う
こ
と
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で
あ
る
。
第
三
章
で
見
た
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ド
ノ
ソ
・
コ
ル
テ
ス
の
歴
史
観
か
ら
学
び
、
人
民
主
権
を
歴
史
的
に
位
置
付
け
る
た
め
に

政
治
神
学
的
方
法
を
利
用
し
た
。
ま
た
、
第
五
章
で
論
じ
た
通
り
、
直
接
民
主
主
義
の
本
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
認
識
を
得
る
上
で
、
前

世
代
の　

モ
ム
ゼ
ン
、
同
時
代
の
Ｅ
．ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
る
研
究
の
受
容
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
他
の
思
想
家
の
影
響
が
加
わ

る
こ
と
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、『
憲
法
論
』
が
完
成
す
る
に
至
っ
た
。

（
二
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
相
対
化
─
─
ケ
ル
ゼ
ン
と
の
比
較
を
通
じ
て

　

本
稿
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
民
主
主
義
論
を
構
想
す
る
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
諸
論
点
に
つ
い
て
、
一
九
一
〇

年
代
以
来
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
議
論
を
参
照
し
、
比
較
を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
両
者
の
思
想
に
お
け
る
相
違
点
を
再
確

認
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
の
相
対
化
を
図
り
た
い
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ケ
ル
ゼ
ン
の
間
に
見
出
さ
れ
る
顕
著
な
相
違
は
、
第
一
に
、「
人
民
の
意
志
」
に
対
す
る
見
解
と
評
価
に
あ
る
。

一
九
一
〇
年
代
に
彼
ら
は
と
も
に
Ｈ
．フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
書
『
か
の
よ
う
に
の
哲
学
』
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
た
擬
制
論

に
つ
い
て
書
評
を
著
し
て
い
た
。
両
者
は
と
も
に
、
法
学
方
法
論
と
し
て
擬
制
は
有
益
で
あ
る
が
、
擬
制
を
通
じ
て
表
象
さ
れ
た
概
念
と
現

実
は
決
し
て
一
致
し
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
人
民
の
意
志
は
ま
さ
に
、
擬
制
に
よ
り
創
り
出
さ
れ
た
概
念
に
他
な
ら
な
い

と
い
う
認
識
を
共
有
す
る
点
で
、
両
者
は
一
致
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
人
民
の
意
志
を
唯
一
の
も
の
と
見
る
か
、
あ
る
い
は
多
様
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
か
と
い
う
、
人
民
の
意
志
に
対
す
る
解
釈
の

点
で
、
両
者
は
異
な
る
見
解
を
も
っ
て
い
た
。
一
方
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
の
意
志
が
擬
制
に
よ
り
創
り
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
に

言
及
し
た
上
で
、
現
実
に
は
人
民
間
に
一
致
し
た
意
志
な
ど
は
存
立
し
え
な
い
し
、
実
現
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

認
識
に
基
づ
き
、む
し
ろ
「
同
一
化
」
に
よ
っ
て
人
民
の
意
志
は
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、

Th.
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人
民
の
意
志
を
同
一
化
の
産
物
と
し
て
把
握
し
、
民
主
主
義
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
強
調
し
て
、
こ
れ
を
民
主
主
義
的
正
統
性
の
根
拠
と
し

て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
に
と
り
、
唯
一
の
一
致
し
た
人
民
の
意
志
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
、
す
な
わ
ち
現
実

に
は
複
数
の
多
様
な
意
志
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
民
主
主
義
に
お
い
て
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
人
民
の
意
志

が
有
す
る
擬
制
と
し
て
の
性
格
を
踏
ま
え
、
誰
が
同
一
化
の
手
段
を
掌
握
し
、
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
か
と
い
う
点
を
重
視
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
人
民
の
意
志
に
包
摂
さ
れ
な
い
少
数
派
の
意
志
は
同
一
化
の
対
象
と
さ
れ
、
民
主
主
義
の
名
の
下
に
意
志
の
多
様
性
が
否

定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
民
主
主
義
理
解
は
、
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
が
も
つ
一
側
面
─
─
投
票
の
結
果
、
票
決
に
破
れ
た
者
す
な
わ
ち
少
数

派
は
一
般
意
志
の
認
識
の
点
で
自
ら
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
認
識
す
る
の
だ
と
論
じ
、
一
般
意
志
に
反
す
る
少
数
派
の
意
志
を
認
め
な
い
─

─
を
無
批
判
に
受
容
し
た
帰
結
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
う
し
た
思
考
の
背
景
に
は
、
初
期
以
来
の
思
想
に
見
出
さ
れ
る
彼
自
身
の
政
治
的
価
値
判
断
、
す
な
わ
ち
統
一
と
し
て

の
国
家
を
最
重
要
視
す
る
視
点
が
存
在
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
統
一
を
達
成
し
た
の
は
君
主
主
権
の
功
績
で
あ
っ
た
が
、
人
民
主
権

原
理
に
基
づ
く
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
も
同
様
の
政
治
的
統
一
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
致
し
た
唯
一
の
意
志
と
し
て
人
民
の
意
志
が

仮
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
論
理
に
お
い
て
は
、
共
同
体
に
お
け
る
諸
個
人
の
意
志
は
実
際
に
は
多
様
で
あ
る
と
い
う
経
験
的

事
実
が
等
閑
視
さ
れ
、
統
一
に
と
っ
て
の
弊
害
と
し
て
否
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
民
主
主
義
論
に
お
い
て
は
、
個
人
の
意
志
の
多
元

性
は
政
治
的
統
一
に
と
っ
て
の
弊
害
な
い
し
は
脅
威
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
同
一
化
に
よ
り
克
服
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

他
方
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
民
主
主
義
に
お
い
て
は
人
民
の
間
に
最
低
限
の
同
質
性
は
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
も
の
の
、
上
か
ら
の
権
威
的
な

同
一
化
や
、
同
一
化
に
よ
る
人
民
の
意
志
の
形
成
を
民
主
主
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
。
彼
に
と
り
、
人
民
の
意
志
は
擬
制
に
よ

り
創
り
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、さ
ら
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
念
と
し
て
、そ
れ
自
体
に
問
題
を
孕
む
も
の
で
あ
る
。
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
、
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可
能
な
限
り
多
く
の
者
に
と
っ
て
の
自
由
を
実
現
す
べ
き
だ
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
彼
は
多
数
者
の
意
志
が
人
民
の
意
志
と
見
做
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
論
じ
る
。
た
だ
し
そ
の
際
に
、
人
民
の
意
志
と
見
做
さ
れ
る
多
数
派
の
意
志
と
少
数
派
の
意
志
が
同
一
化
さ
れ
る
も
の
と
は
考

え
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
同
一
化
さ
れ
え
な
い
も
の
と
し
て
、
少
数
派
の
意
志
を
尊
重
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
多
数
決
原
理
を
採
用
す
る
民
主

主
義
の
前
提
で
あ
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
唯
一
の
人
民
の
意
志
の
存
在
を
想
定
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
個
人
を
単
位
と
し
て

民
主
主
義
に
お
け
る
意
志
を
捉
え
た
と
言
え
る
。

　

両
者
の
相
違
は
、
第
二
に
、
民
主
主
義
論
に
お
け
る
多
数
決
原
理
に
対
す
る
見
解
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
主
主
義
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

の
関
係
に
つ
い
て
の
両
者
の
見
解
に
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
一
方
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
初
期
以
来
、
量
は
質
へ
と
転
化
し
え
ず
、
数
の
多
さ

は
正
し
さ
を
証
明
し
え
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
彼
が
引
用
す
る
「
多
数
で
は
な
く
権
威
を
」
と
い
う
シ
ュ
タ
ー
ル
の
標
語
が
典
型
的
に
示

す
通
り
、
秘
密
個
別
投
票
に
お
い
て
得
票
数
を
集
計
し
、
多
数
を
獲
得
し
た
党
派
が
政
治
権
力
を
掌
握
す
る
と
い
う
手
続
き
に
対
し
て
一
貫

し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
喝
采
を
通
じ
て
、
単
純
な
形
式
に
お
い
て
為
政
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
問
い
に
対
し
て
是
か
非
か
を
答

え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
民
の
意
志
は
よ
り
民
主
主
義
的
に
表
明
さ
れ
う
る
と
考
え
た
。

　

他
方
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
多
数
決
原
理
こ
そ
が
民
主
主
義
に
お
け
る
自
由
の
理
念
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
と
い
う

の
も
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
と
、
民
主
主
義
に
お
い
て
も
「
可
能
な
限
り
多
数
の
者
が
自
由
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
す
る
原
則
が
妥
当
す
べ
き
で

あ
り
、
自
己
の
意
志
と
社
会
秩
序
に
お
け
る
一
般
意
志
が
矛
盾
す
る
者
を
最
小
化
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

民
主
主
義
に
お
け
る
多
数
決
原
理
に
対
す
る
異
な
る
評
価
は
、
少
数
派
に
よ
る
支
配
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
両
者
の
相
反
す
る
態
度
に
結

び
つ
く
。
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
、
人
民
の
意
志
と
同
一
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
行

わ
れ
る
主
権
独
裁
論
を
モ
デ
ル
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
人
民
の
意
志
」
を
民
主
主
義
の
究
極

的
根
拠
と
見
做
し
た
。
そ
の
た
め
に
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
自
ら
を
人
民
の
意
志
と
同
一
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
称
す
る
者
は
、
人
民
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の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
を
も
つ
限
り
、
支
配
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
正
統
化
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
民
の
意
志
と
同
一
化
し
、
人
民
の
意

志
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
限
り
、
少
数
派
に
よ
る
支
配
も
ま
た
民
主
主
義
の
名
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
る
。
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
論
理
に
よ
っ
て
、
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
と
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
独
裁
の
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
た
。

　

他
方
で
、
多
数
決
原
理
は
民
主
主
義
に
と
り
不
可
欠
の
制
度
で
あ
る
と
捉
え
る
ケ
ル
ゼ
ン
に
と
り
、
少
数
派
保
護
を
前
提
と
し
た
多
数
派

に
よ
る
支
配
、す
な
わ
ち
多
数
派
の
意
志
を「
統
一
的
人
民
の
意
志
」と
見
做
す
擬
制
を
通
じ
て
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
民
主
主
義
で
あ
る
。

　

以
上
に
見
た
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
人
民
の
意
志
を
民
主
主
義
的
正
統
性
の
究
極
的
根
拠
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
少
数
派
に
よ
る
支
配
は
必

ず
し
も
民
主
主
義
と
矛
盾
し
な
い
と
論
じ
た
。
他
方
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
自
由
の
理
念
に
基
づ
き
、
民
主
主
義
は
多
数
決
原
理
を
原
則
と
す
る

と
捉
え
た
が
ゆ
え
に
、
少
数
派
に
よ
る
支
配
を
否
定
し
た
。
こ
う
し
た
見
解
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
民
主
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
の
両

者
の
異
な
る
理
解
に
結
実
し
た
と
言
え
る
。

　

第
三
に
、
民
主
主
義
と
少
数
派
の
関
係
に
つ
い
て
の
見
解
、
少
数
派
に
対
す
る
保
護
に
つ
い
て
の
見
解
の
点
で
、
両
者
の
民
主
主
義
論
は

決
定
的
に
相
違
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
民
主
主
義
的
基
礎
と
し
て
の
同
質
性
が
存
在
す
る
限
り
、
民
主
主
義
に
お
い
て
少
数
派
の
存
在
は

前
提
さ
れ
な
い
と
論
じ
た
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
民
主
主
義
に
お
い
て
は
人
民
の
意
志
に
対
立
す
る
意
志
は
存
在
し
な
い
と
す
る
思
想

は
、
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
民
主
主
義
理
解
か
ら
は
、
少
数
派
に
対
す
る
保
護
と
い
う
視
点
は
導

出
さ
れ
ず
、
次
節
で
述
べ
る
通
り
、
こ
う
し
た
問
題
を
自
覚
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
自
由
主
義
的
な
法
治
国
家
的
価
値
と
い
う
別
の
文
脈
か

ら
少
数
派
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
の
帰
結
か
ら
距
離

を
と
り
、独
自
に
民
主
主
義
に
お
け
る
少
数
派
保
護
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、民
主
主
義
が
採
用
す
る
多
数
決
原
理
は
、概
念
上
、

少
数
者
の
存
在
を
前
提
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
少
数
者
の
保
護
と
少
数
意
見
の
尊
重
を
実
現
し
う
る
と
論
じ
た
。

　

第
四
に
、
人
民
主
権
論
お
よ
び
ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
に
対
す
る
解
釈
に
見
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
両
者
の
間
に
は
、
民
主
主
義
に
お
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け
る
個
人
お
よ
び
個
人
の
自
由
の
理
念
に
対
す
る
見
解
の
点
で
相
違
が
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
ル
ソ
ー
に
お
け
る
社
会
契
約
の
本
来
の
目
的

は
、
個
人
の
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
契
約
の
帰
結
と
し
て
、
個
人
の
自
由
は
共
同
体
全
体
す
な

わ
ち
国
家
の
自
由
へ
と
転
換
し
、
個
人
の
自
由
は
蹂
躙
さ
れ
う
る
と
い
う
逆
説
に
注
目
し
た
。

　

他
方
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
対
照
的
に
、
ル
ソ
ー
の
理
論
に
お
け
る
個
人
の
自
由
と
い
う
契
機
を
等
閑
視
す
る
。
む
し
ろ
、
ル
ソ
ー
の
言
う

一
般
意
志
と
は
人
民
の
同
質
性
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
独
自
に
解
釈
し
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
独
裁
に
典
型
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
少
数
派
に
よ

る
支
配
を
理
論
的
に
正
当
化
し
た
と
論
じ
た
。
そ
も
そ
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
人
民
主
権
の
成
立
過
程
の
説
明
、
す
な
わ
ち
絶
対
君
主
に

よ
り
確
立
さ
れ
た
主
権
が
世
俗
化
す
る
こ
と
に
よ
り
人
民
主
権
が
成
立
し
た
と
い
う
説
明
の
う
ち
に
は
、
個
人
の
自
由
に
対
す
る
視
座
は
見

出
さ
れ
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
人
民
主
権
観
お
よ
び
ル
ソ
ー
理
解
に
は
個
人
の
自
由
の
保
障
と
い
う
観
点
が
欠
落
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
ル

ソ
ー
の
人
民
主
権
論
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
解
釈
は
一
面
的
で
あ
っ
た
。

（
三
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
そ
の
後
の
展
開

　

こ
う
し
た
特
徴
を
も
つ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
、そ
の
後
の
時
代
状
況
の
変
転
の
中
で
ど
の
よ
う
な
局
面
を
迎
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
に
執
筆
さ
れ
た
『
合
法
性
と
正
統
性
』（
一
九
三
二
年
）
を
参
照
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
が
辿
る

そ
の
後
の
経
緯
を
概
観
し
た
い
。

　
『
合
法
性
と
正
統
性
』
は
、
ナ
チ
党
に
よ
る
ラ
イ
ヒ
政
府
の
独
裁
体
制
が
確
立
す
る
前
年
、
一
九
三
二
年
八
月
に
公
刊
さ
れ
た
。
本
書
は
、

議
会
制
立
法
国
家
に
お
け
る
合
法
性
の
問
題
を
究
明
す
る
と
と
も
に
、
憲
法
に
混
在
す
る
異
な
る
二
つ
の
体
系
、
す
な
わ
ち
議
会
制
立
法
国

家
の
合
法
性
と
人
民
投
票
的
─
民
主
主
義
的
正
統
性
と
を
区
別
す
る
必
要
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
で
は
、『
憲
法
論
』
ま
で
に

形
成
さ
れ
た
民
主
主
義
論
が
基
本
的
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
共
和
国
が
直
面
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
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自
身
の
民
主
主
義
論
に
一
定
の
留
保
を
付
す
と
と
も
に
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
役
割
に
期
待
を
賭
け
る
。

　

第
一
に
、本
書
で
は
『
憲
法
論
』
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
民
主
主
義
論
が
基
本
的
な
点
で
踏
襲
さ
れ
、維
持
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
民
主
主
義
は
分
割
不
可
能
で
同
種
的
な
（gleichartig

）、全
体
の
統
一
的
な
人
民
と
い
う
前
提
に
基
づ
く
」（LL:29

）
と
述
べ
、

人
民
の
同
種
性
に
民
主
主
義
的
基
礎
を
求
め
る
従
来
の
民
主
主
義
論
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、「
同
一
の
人
民
へ
の

同
一
の
共
属
性
ゆ
え
に
、
す
べ
て
の
者
が
同
一
の
仕
方
で
、
本
質
的
な
点
で
同
一
の
こ
と
を
望
む
」（LL:29

）
と
述
べ
、
一
致
し
た
人
民
の

意
志
の
存
在
を
想
定
す
る
。
こ
の
場
合
、
投
票
は
た
だ
、
潜
在
的
に
存
在
す
る
と
さ
れ
た
人
民
の
一
致
し
た
意
志
を
明
ら
か
に
す
る
に
過
ぎ

な
い
。
し
た
が
っ
て
「
民
主
主
義
に
と
っ
て
は
、
事
実
上
も
本
質
的
に
も
少
数
派
は
全
く
存
在
せ
ず
、
ま
し
て
や
確
固
と
し
て
恒
常
的
に
存

在
す
る
複
数
の
少
数
派
は
存
在
し
な
い
」（Ebd.

）。
こ
う
し
た
「
全
人
民
の
実
質
的
同
種
性
が
前
提
さ
れ
う
る
な
ら
ば
、
単
純
多
数
決
を
通

じ
た
意
志
形
成
の
方
法
は
意
味
が
あ
り
、
許
容
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。

　

さ
ら
に
彼
は
、「
い
か
な
る
民
主
主
義
も
、
人
民
は
善
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
意
志
だ
け
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
前
提
な
し
に
存
立

し
な
い
」（LL:26

）
と
述
べ
、
民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
の
意
志
の
無
謬
性
お
よ
び
全
能
性
を
強
調
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ゆ
え
に
人

民
の
同
種
性
が
前
提
と
さ
れ
る
限
り
、
表
明
さ
れ
た
人
民
の
意
志
は
す
べ
て
「
法
律
」
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
民
主
主
義
的

一
貫
性
と
と
も
に
、
国
家
意
志
と
人
民
の
意
志
が
同
一
の
も
の
と
さ
れ
た
と
き
、
こ
の
民
主
主
義
的
一
貫
性
に
対
応
し
て
、
人
民
の
意
志
の

表
明
が
す
べ
て
「
法
律
」
と
称
さ
れ
る
」（LL:25f.

）。
し
た
が
っ
て
、
民
主
主
義
に
お
け
る
法
律
は
、「
そ
の
時
々
に
存
在
す
る
人
民
の
、

そ
の
時
々
の
意
志
、
す
な
わ
ち
実
際
に
は
、
投
票
す
る
人
民
の
、
そ
の
時
々
の
多
数
派
の
意
志
」
で
あ
る
。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
憲
法
論
』
に
至
る
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
民
主
主
義
論
を
前
提
と
し
、『
合
法
性
と
正
統
性
』
に

お
け
る
議
論
の
土
台
と
し
て
い
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
民
主
主
義
論
に
対
し
て
自
ら
一
定
の
留
保
を
付
す
。
彼
は
、
法
治
国
家
論
の
文
脈
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か
ら
得
ら
れ
た
、
権
力
掌
握
の
た
め
の
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
を
保
証
す
る
と
い
う
「
正
義
の
原
理
（Gerechtigkeitsprinzip

）」
の
遵
守
を
、

民
主
主
義
的
な
意
志
形
成
過
程
に
お
け
る
不
可
欠
の
ル
ー
ル
と
し
て
設
定
す
る
の
で
あ
る
。
民
主
主
義
に
お
い
て
人
民
の
意
志
、
正
確
に
は

「
そ
の
時
々
に
存
在
す
る
人
民
の
、
そ
の
時
々
の
意
志
、
す
な
わ
ち
実
際
に
は
、
投
票
す
る
人
民
の
、
そ
の
時
々
の
多
数
派
の
意
志
」
は
す

べ
て
法
律
と
見
做
さ
れ
る
。
そ
し
て
、法
治
国
家
と
し
て
の
議
会
制
立
法
国
家
に
お
い
て
は
、議
会
多
数
派
の
そ
の
時
々
の
議
決
が
「
法
律
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
際
に
、
法
律
概
念
や
合
法
性
が
機
能
主
義
的
に
解
釈
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
合
法
性
は
「
い
か
な
る
内

容
に
対
し
て
も
無
頓
着
な
、
ま
た
、
い
か
な
る
内
容
を
も
許
容
す
る
「
中
立
的
な
」
手
続
き
方
式
、
決
定
手
続
き
と
な
る
」。
こ
う
し
て
合

法
性
が
「
中
立
的
な
」
手
続
き
と
化
す
と
き
、
法
に
お
け
る
「
正
義
（Gerechtigkeit

）
と
理
性
（V

ernünftigkeit

）
に
つ
い
て
の
あ
ら

ゆ
る
保
証
は
喪
失
し
、
ま
た
法
律
概
念
お
よ
び
合
法
性
自
体
も
、
算
術
的
な
多
数
観
念
に
お
け
る
一
貫
し
て
機
能
主
義
的
な
無
実
質
性
、
無

内
容
性
の
う
ち
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
」（LL:28

）。

　

民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
人
民
の
意
志
は
純
算
術
的
多
数
決
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
た
め
、
多
数
派
の
意
志
が
全
体
と
し
て
の
人
民
の
意
志

と
見
做
さ
れ
る
。
単
純
多
数
決
で
決
定
す
る
際
に
は
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
多
数
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
が
「
合
法
的
権
力
掌
握
の
た
め
の
唯

一
の
法
的
資
格
」
と
な
り
、
合
法
性
は
政
治
権
力
獲
得
の
た
め
の
中
立
的
手
続
き
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
党
派
や
政
治
勢
力
で

あ
ろ
う
と
も
、
多
数
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
合
法
的
に
政
治
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
機
能
主
義
的
「
多
数

決
算
法
は
、
あ
ら
ゆ
る
内
容
的
成
果
に
対
す
る
無
関
心
ゆ
え
に
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
遊
戯
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
演
繹
さ
れ
た
合
法
性
概
念
は
あ

ら
ゆ
る
正
義
に
対
す
る
厚
か
ま
し
い
侮
辱
で
あ
る
」（LL:30

）。

　

こ
う
し
て
合
法
性
が
単
な
る
中
立
的
手
続
き
と
し
て
理
解
さ
れ
、
純
算
術
的
多
数
決
に
よ
り
人
民
の
意
志
が
決
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
法
治

国
家
と
し
て
の
議
会
制
立
法
国
家
の
合
法
性
体
系
そ
れ
自
体
が
危
機
的
状
況
に
陥
る
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
警
告
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
多
数

を
獲
得
し
た
党
派
が
合
法
性
の
名
の
下
に
、
自
ら
を
永
続
的
権
力
と
し
て
制
度
化
し
、
他
の
党
派
が
多
数
を
獲
得
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
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可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
合
法
性
体
系
自
体
が
崩
壊
す
る
。
こ
の
と
き
「〔
合
法
性
─
─
引
用
者
〕
体
系
自
体
も
ま
た
、
す
で
に

最
初
の
多
数
派
の
獲
得
の
後
に
終
焉
を
迎
え
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
最
初
の
多
数
派
は
、
合
法
的
に
自
ら
を
持
続
的
権
力
と
し
て
制
度

化
す
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
」（LL:30

）。「
純
算
術
的
多
数
と
い
う
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
貫
徹
さ
れ
た
機
能
主
義
も
ま
た
、
合
法
性
と
い
う

不
可
欠
の
前
提
と
基
礎
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。
そ
し
て
、
一
度
政
権
の
座
に
就
い
た
多
数
派
は
「
合
法
的
に
、
自
ら
が
く
ぐ
り

抜
け
た
合
法
性
の
扉
を
背
後
で
閉
ざ
し
、
次
に
、
お
そ
ら
く
は
閉
じ
ら
れ
た
扉
を
長
靴
で
蹴
り
つ
け
る
だ
ろ
う
党
派
政
治
上
の
敵
を
、
下
劣

な
犯
罪
者
と
し
て
扱
う
こ
と
も
あ
り
う
る
」（LL:31

）。

　

以
上
の
議
論
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
議
会
制
立
法
国
家
の
法
律
概
念
が
元
来
、
多
様
な
内
容
に
対
す
る
中
立
性
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
し

て
も
、「
自
己
自
身
の
諸
前
提
に
対
し
て
は
「
中
立
的
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」（LL:28

）
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
た
め
に
不
可

欠
の
前
提
と
し
て
、
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
現
在
の
多
数
派
以
外
の
諸
党
派
が
多
数
を
獲
得
し
、
内
政
上
の
政
治
権
力
を
獲
得
す
る
た
め

の
無
条
件
に
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
を
保
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
支
配
的
多
数
派
は
合
法
的
な
権
力
手
段
を
所
有
し
て
い
る
た
め
に
、
追
加
的
な
政
治
的
プ
レ
ミ
ア
ム
を
手
に
す

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
多
数
派
は
内
政
上
の
敵
対
者
の
活
動
に
対
し
て
、
非
合
法
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
容
易
に
平
等
の
チ
ャ

ン
ス
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
国
家
の
権
力
手
段
を
合
法
的
に
所
有
し
て
い
る
多
数
派
政
党
は
、
反
対
政
党
が

も
し
合
法
的
に
権
力
を
所
有
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
権
力
の
所
有
を
盾
に
取
り
、
自
ら
の
背
後
で
扉
を
閉
ざ
す
た
め
に
、
す
な
わ
ち
合

法
性
の
原
理
を
合
法
的
に
除
去
す
る
た
め
に
合
法
的
権
利
を
利
用
す
る
だ
ろ
う
、と
想
定
さ
れ
る
」の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
阻
止
し
、

合
法
性
体
系
の
破
壊
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
多
数
を
獲
得
す
る
た
め
の
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
は
常
に
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
主
張
は
、
実
践
的
に
、
正
義
の
原
理
を
遵
守
せ
ず
、
法
治
国
家
的
価
値
を
共
有
し
な
い
党
派
が
政
治
権
力
を
担
う
こ
と
を
認
め
な
い
と
い

う
帰
結
を
導
く
も
の
で
あ
っ
た
。



カール・シュミットにおける民主主義論の成立過程（４・完）

北法69（3・57）759

　

多
数
を
獲
得
す
る
た
め
の
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
を
保
証
す
る
と
い
う
正
義
の
原
理
は
、
少
数
派
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民

主
主
義
論
に
対
し
て
、
本
質
的
な
変
更
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
確
認
し
た
通
り
、
彼
に
よ
れ
ば
、
国
民
的
同
質
性
に
基
づ
き
、
一
致

し
た
人
民
の
意
志
の
存
在
を
前
提
と
す
る
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
国
家
の
内
部
に
少
数
派
が
存
在
す
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る

と
。し
か
し
、「
不
可
分
の
国
民
的
同
種
性
」と
い
う
民
主
主
義
の
基
礎
が
欠
如
す
る
と
き
、こ
の
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
が
保
証
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、

「
純
算
術
的
多
数
決
と
い
う
、
無
対
象
、
無
内
容
の
機
能
主
義
」
は
、
少
数
派
に
対
す
る
「
暴
力
的
強
制
（V

ergew
altigung

）」、
す
な
わ

ち
数
の
力
へ
の
服
従
の
強
制
を
帰
結
す
る
。
こ
の
と
き
「
治
者
と
被
治
者
の
民
主
主
義
的
同
一
性
、
命
令
者
と
服
従
者
と
の
民
主
主
義
的
同

一
性
は
途
絶
え
る
。
す
な
わ
ち
多
数
派
が
命
令
し
、
少
数
派
は
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（LL:29

）。

　

彼
に
よ
れ
ば
、
国
家
権
力
が
合
法
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
権
利
と
し
て
の
抵
抗
権
を
失
効
さ
せ
、
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
国
家
権
力
は
、
反
対
党
派
に
よ
る
抵
抗
や
反
抗
を
す
べ
て
、
不
正
、
違
法
と
し
て
非
合
法
化
し
う
る
。
と
い
う
の
も
、
多
数
派

は
合
法
性
と
非
合
法
性
を
恣
意
的
に
決
定
し
、
自
ら
の
内
政
上
の
競
合
者
に
対
し
て
非
合
法
な
ら
び
に
法
外
法
治
の
宣
言
を
し
、
排
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（LL:31

）。
そ
し
て
、少
数
派
の
抵
抗
権
を
否
定
す
る
こ
と
の
代
償
と
し
て
、権
力
掌
握
の
た
め
の
平
等
な
チ
ャ

ン
ス
を
保
証
す
る
、
正
義
の
原
理
の
遵
守
が
、
多
数
派
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
に
よ
れ
ば
、
少
数
派
に
対
す
る
平
等

な
チ
ャ
ン
ス
の
保
証
と
抵
抗
権
の
否
定
は
一
対
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
そ
の
時
々
の
多
数
派
の
支
配
に
基
づ
く
、
今
日
の
議
会
制

立
法
国
家
は
、
多
数
獲
得
の
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
が
真
に
開
か
れ
て
お
り
、
か
つ
立
法
国
家
の
正
義
原
則
の
こ
の
前
提
が
な
お
信
じ
う
る
も
の

で
あ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
時
々
の
多
数
党
派
に
合
法
的
な
権
力
行
使
の
独
占
を
委
ね
、
ま
た
少
数
派
か
ら
抵
抗
権
の
放
棄
を
要
求

し
う
る
の
で
あ
る
」（LL:31f.

）

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
議
会
制
立
法
国
家
の
合
法
性
体
系
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
原
則
と
し
て
、
ま
た
少
数
派
の
抵
抗
権
を
否
定

す
る
こ
と
に
伴
う
不
可
欠
の
前
提
と
し
て
、
本
書
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
正
義
の
原
理
は
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
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の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
容
と
無
関
係
に
、
多
数
派
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
見
做
す
民
主
主
義
の
直
接
的
帰
結
─
─
す
な
わ
ち
民
主
主
義

の
自
己
崩
壊
と
い
う
政
治
的
帰
結
─
─
を
見
通
し
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
議
論
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、当
時
、自
ら
形
成
し
た
民
主
主
義
論
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
と
り
、自
由
主
義
的
な
法
治
国
家
的
価
値
と
い
う
、

民
主
主
義
と
は
別
の
文
脈
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
正
義
の
原
理
に
よ
り
民
主
主
義
論
を
補
完
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
民
主
主
義
的
正
統
性
に
支
え
ら
れ
た
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
役
割
に
期
待
す
る
と
い
う
点
で
、
本
書
は
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
ラ

イ
ヒ
大
統
領
に
つ
い
て
の
構
想
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
。
す
で
に
「
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
四
八
条
に
基
づ
く
大
統
領
の
独
裁
」

（
一
九
二
四
年
）、『
憲
法
の
番
人
』（
一
九
三
一
年
）
を
執
筆
し
、ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
つ
い
て
独
自
の
議
論
を
展
開
し
て
い
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

本
書
に
お
い
て
明
示
的
に
、「
人
民
投
票
的
─
民
主
主
義
的
正
統
性
」
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
共
和
国
を
防
衛
す
る
役
割
を
期
待
す
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
憲
法
論
』
ま
で
に
唱
え
た
民
主
主
義
論
に
対
し
て
自
ら
留
保
を
付
し
、
議
会
制
立
法
国
家
の
合

法
性
体
系
を
擁
護
す
る
と
い
う
法
治
国
家
論
の
文
脈
か
ら
得
ら
れ
た
、
権
力
掌
握
の
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
を
保
証
す
る
と
い
う
正
義
の
原
理
の

遵
守
を
、民
主
主
義
的
意
思
形
成
過
程
に
お
け
る
不
可
欠
の
ル
ー
ル
と
し
て
設
定
し
た
。
そ
の
上
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、こ
の
原
理
を
維
持
し
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
第
二
篇
に
定
め
ら
れ
た
法
治
国
家
的
価
値
を
擁
護
す
る
た
め
に
は
、
価
値
中
立
的
手
続
き
を
定
め
た
憲
法
第
一
篇
を
部
分

的
に
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。「
価
値
中
立
的
手
続
き
を
定
め
た
憲
法
第
一
篇
か
、
そ
れ
と
も
実
質
的
価
値
を
定
め
た
憲

法
第
二
篇
か
、と
い
う
「
根
本
的
な
二
者
択
一
」
を
迫
ら
れ
る
と
き
、前
者
を
犠
牲
に
し
て
も
、後
者
に
決
断
す
べ
き
で
あ
る
と
断
言
し
、「
人

民
投
票
的
─
民
主
的
正
統
性
」
に
支
え
ら
れ
た
大
統
領
に
対
し
、
市
民
的
法
治
国
へ
の
決
断
を
、
そ
し
て
法
治
国
の
内
敵
に
対
す
る
中
立
性

の
否
定
を
求
め
る
の
で
あ（

１
）る

」。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
治
国
家
的
価
値
を
擁
護
す
る
と
い
う
役
割
、
具
体
的
に
は
、
法
治
国
家
的
価
値
を
破
壊
す
る
勢
力
や
党

派
に
対
す
る
中
立
的
態
度
を
否
定
し
、
共
和
国
を
防
衛
す
る
と
い
う
「
憲
法
の
番
人
」
と
し
て
の
役
割
を
、
人
民
投
票
的
正
統
性
に
支
え
ら
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れ
た
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
期
待
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
試
み
は
、
の
ち
に
共
和
国
が
辿
る
歴
史
的
過
程
を
顧
み
る
な
ら
ば
、
ラ

イ
ヒ
大
統
領
と
い
う
一
個
人
、
す
な
わ
ち
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
共
和
国
の
存
亡
と
運
命
を
決
す
る
政
治
的
判
断
を
委
ね
て
し
ま
う
と
い
う
危

険
な
賭
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ（

２
）る

。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
自
ら
形
成
し
た
民
主
主
義
論
に
対
し
て
正
義
の
原
理
と
い
う
法
治

国
家
的
価
値
を
補
う
こ
と
で
、
民
主
主
義
の
自
己
崩
壊
を
防
ご
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
試
み
は
結
局
、
人
民
投
票
的
正
統
性
に
支

え
ら
れ
た
ラ
イ
ヒ
大
統
領
と
い
う
一
人
格
の
行
使
す
る
非
常
権
限
に
よ
っ
て
共
和
国
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
現
実
的
解
決
策
へ
と
帰
着
し

た
。
こ
れ
は
大
統
領
個
人
の
政
治
的
判
断
に
共
和
国
の
防
衛
を
す
べ
て
委
ね
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
イ
リ
ス
ク
の
賭
け
で
あ
り
、
実
践
的
に
も

理
論
的
に
も
破
綻
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
経
験
か
ら
学
び
、
第
二
次
大
戦
後
に
再
建
さ
れ
た
西
ド
イ
ツ
で
は
、
自
由
主
義
的
な
法
治
国
家
的
価
値
を
擁
護
す
る
た

め
の
規
定
を
憲
法
に
盛
り
込
む
こ
と
で
、「
価
値
志
向
的
で
自
己
防
衛
力
を
備
え
た
民
主
主
義
」
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
予
防
的
措
置

を
講
じ
た
。
例
え
ば
、
基
本
権
の
実
現
、
諸
州
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
邦
の
編
成
、
立
法
に
際
し
て
の
州
の
原
則
的
関
与
、
基
本
権
条
項
に
関

わ
る
諸
原
則
に
抵
触
す
る
基
本
法
の
修
正
は
認
め
な
い
と
し
た
七
九
条
三
項
の
「
永
久
条
項
」
で
あ（

３
）る

。
そ
の
中
で
、「
自
由
で
民
主
的
な

秩
序
を
破
壊
す
る
」
た
め
に
基
本
権
を
濫
用
す
る
者
の
基
本
権
を
失
効
す
る
と
い
う
規
定
、
す
な
わ
ち
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
り
憲
法
違
反

政
党
を
禁
止
す
る
と
い
う
規
定
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
経
験
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
基
本
法
起
草
者
の
意
志
の
反
映
で
あ
り
、『
合
法
性
と
正
統

性
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
立
場
と
近
似
す
る
も
の
で
あ
っ（

４
）た

。
Ｈ
．Ａ
．ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
価
値
相
対
主
義
に
対
し
て

反
対
の
態
度
を
と
っ
た
点
で
、
ボ
ン
基
本
法
の
父
母
は
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
主
義
者
」
で
あ
っ（

５
）た

と
評
価
す
る
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、「
立

法
者
を
拘
束
し
、
選
挙
民
の
意
志
に
制
限
を
か
け
た
点
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
経
験
が
表
れ
て
い
る
。〔
…
…
〕
譲
り
渡
す
こ
と
の
で
き
な
い
特

定
の
価
値
や
自
由
を
保
障
す
る
諸
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
多
数
派
の
決
定
に
も
委
ね
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
数
派
を
自
己
破
壊
か
ら
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守
る
─
憲
法
制
定
者
の
こ
の
決
定
の
前
提
に
は
、
ド
イ
ツ
人
が
身
を
も
っ
て
示
し
た
よ
う
に
、
多
数
者
も
根
本
的
な
誤
り
を
犯
し
得
る
と
い

う
経
験
が
存
在
し
て
い（

６
）た

」。

　

こ
う
し
た
点
で
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
は「
民
主
主
義
の
自
己
破
産
」を
防
ぐ
た
め
の
措
置
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、
基
本
法
の
起
草
者
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
の
経
験
に
鑑
み
、
次
の
点
で
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
か
ら
距
離
を
と
り
、
こ
れ
を
反

面
教
師
と
し
て
学
ぼ
う
と
し
た
。
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
は
、
審
議
過
程
に
お
け
る
起
草
者

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
影
響
を
も
与
え
た
。
第
一
に
、
人
民
投
票
的
民
主
主
義
に
反
対
し
、
徹
底
的
な
代
表
民
主
主
義
を
支
持
し
た
。
第
二

に
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
お
い
て
ラ
イ
ヒ
大
統
領
が
有
し
た
独
裁
権
限
を
、
ボ
ン
基
本
法
で
は
国
家
元
首
に
与
え
る
こ
と
に
反
対
し
、
元
首
に
は

代
表
的
機
能
だ
け
を
付
与
し
た
。
そ
し
て
第
三
に
、
大
統
領
が
「
憲
法
の
番
人
」
を
務
め
る
こ
と
に
反
対
し
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
行
う
こ
と

を
支
持
し（

７
）た

。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、「
戦
う
民
主
主
義
」
を
選
択
し
た
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
は
、
法
治
国
家
的
価
値
を
擁
護
す
る
た
め
の
憲
法
規
定
の
導

入
や
建
設
的
不
信
任
制
度
の
採
用
を
通
じ
て
制
度
上
の
是
正
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、「
民
主
主
義
の
自
己
破
産
」
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と

も
に
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。

（
四
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
に
内
在
す
る
諸
問
題

　

本
稿
を
通
じ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
民
主
主
義
理
解
が
い
か
に
特
殊
な
環
境
の
中

で
生
み
出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
最
後
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
に
内
在
す
る
問
題
を
、
三
点
に
分
け
て
改
め
て

確
認
し
た
い
。

　

第
一
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
が
前
提
と
す
る
人
間
観
お
よ
び
世
界
観
に
問
題
が
見
出
さ
れ
る
。
彼
は
初
期
以
来
一
貫
し
て
国
家
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の
統
一
を
重
視
す
る
一
方
で
、
人
格
と
し
て
の
個
人
の
尊
厳
を
軽
視
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
形
成
の
出
発
点
に
は
、

人
間
本
性
を
根
本
的
に
悪
と
見
做
す
悲
観
主
義
的
人
間
観
、
個
人
や
個
性
そ
れ
自
体
に
価
値
を
認
め
な
い
個
人
観
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
世

俗
世
界
や
国
家
以
前
の
自
然
状
態
の
特
徴
を
、
悪
と
不
正
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
を
克
服
す
る
媒
介
者
と
し
て
国
家
や
教
会
の
価
値
を
強
調
し

た
。
彼
の
政
治
思
想
は
、
こ
う
し
た
価
値
判
断
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
第
一
の
問
題
が
見
出
さ
れ
る
。

　

彼
自
身
の
こ
う
し
た
価
値
判
断
は
、
間
接
的
に
、
民
主
主
義
論
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
個
人
の
自
律
、
自
由
を
排
除
す
る
帰
結
を
も
た

ら
し
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
個
人
の
自
由
や
個
性
を
そ
れ
自
体
価
値
あ
る
も
の
と
見
做
さ
ず
、
そ
の
尊
重
や
擁
護
の
必
要
性
を
論

じ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
初
期
か
ら
一
貫
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
重
視
し
て
い
た
も
の
は
国
家
の
統
一
な
い
し
政
治
的
統
一
で
あ
り
、
こ
れ

が
個
人
の
自
由
に
優
位
す
る
も
の
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
人
民
の
意
志
に
究
極
的
根
拠
を
も
ち
、
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
を
持
つ
者
に
よ
る
支
配
を
意
味
す
る
主
権
独
裁
の
論
理

が
、
民
主
主
義
論
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
、
第
一
次
大
戦

中
に
構
想
さ
れ
た
主
権
独
裁
論
を
モ
デ
ル
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
主
権
独
裁
論
は
、
戦
争
と
革
命
と
い
う
特
異
な
時
代
体
験
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト

自
身
が
理
論
化
し
た
産
物
で
あ
る
。
主
権
独
裁
は
革
命
や
内
乱
と
い
っ
た
例
外
状
況
に
お
い
て
現
象
す
る
独
裁
で
あ
り
、
独
裁
の
根
拠
は
、

独
裁
者
が
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
称
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
議
会
主
義
論

以
降
提
示
さ
れ
る
民
主
主
義
観
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
い
う
定
義
の
内
容
を
、
人
民
の
意
志
と
い

う
擬
制
を
い
か
に
形
成
す
る
か
と
い
う
「
同
一
化
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
、
同
一
化
に
よ
り
人
民
の
意
志
の
唯
一
性
を
想
定
し
た
。
そ

し
て
、
民
主
主
義
に
お
け
る
真
の
問
題
は
、
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
た
め
の
手
段
を
め
ぐ
る
闘
争
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

宣
伝
や
煽
動
な
ど
の
手
段
を
通
じ
て
人
民
と
同
一
化
し
、
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
を
も
つ
限
り
、
い
か
な
る
決
定
を
行
う
多
数
派
で

あ
ろ
う
と
少
数
派
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
支
配
は
民
主
主
義
的
に
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
自
ら
の
意
志
を
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人
民
の
意
志
で
あ
る
と
称
し
、
人
民
の
意
志
を
正
統
性
根
拠
と
す
る
指
導
者
に
対
し
て
喝
采
す
る
こ
と
が
民
主
主
義
で
あ
る
と
す
る
民
主
主

義
論
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
人
民
の
意
志
に
究
極
的
根
拠
を
見
出
し
、
人
民
と
同
一
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
正
統
性
根
拠
と
す
る
点

で
、
そ
し
て
人
民
の
意
志
の
形
成
を
重
要
な
契
機
と
す
る
点
で
、
主
権
独
裁
と
民
主
主
義
論
は
共
通
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
主
権
独
裁
論
と
同
一
の
論
理
に
よ
り
民
主
主
義
を
理
解
し
た
点
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
の
問
題
が
見
出
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
人
民
の
意
志
に
基
づ
く
と
称
す
る
政
治
を
民
主
主
義
と
捉
え
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
し
て
民
主
主
義
を
形
式
的
に

の
み
理
解
し
た
点
、
す
な
わ
ち
民
主
主
義
を
あ
ら
ゆ
る
価
値
や
理
念
か
ら
切
り
離
し
た
点
に
問
題
が
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
特
定
の
理
念

や
価
値
か
ら
民
主
主
義
を
区
別
し
、
民
主
主
義
は
何
ら
の
実
質
的
内
容
を
も
持
た
な
い
と
論
じ
た
。
こ
う
し
た
民
主
主
義
論
に
お
い
て
は
、

人
民
の
意
志
は
す
べ
て
正
し
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
為
政
者
が
自
ら
の
統
治
が
人
民
の
意
志
に
基
づ
い
て
い
る
と
称
す
る
限

り
、
す
な
わ
ち
人
民
の
意
志
を
引
き
合
い
に
出
す
事
に
成
功
す
る
限
り
、
権
威
的
支
配
で
あ
れ
、
独
裁
で
あ
れ
、
内
容
と
は
無
関
係
に
、
あ

ら
ゆ
る
政
治
が
民
主
主
義
的
に
正
統
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
思
想
の
起
源
の
一
つ
は
、
一
般
意
志
の
無
謬
性
を
前
提
と
し
、
そ
の
内
容
如
何
を
問
わ
ず
、
一
般
意
志
に
従
う
の
が
自
由
で
あ

る
、
と
す
る
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
は
、
一
般
意
志
、
す
な
わ
ち
人
民
の
意
志
が
立
て
た
法
は
、
そ
の
実
質
的
内
容
に
か

か
わ
ら
ず
、
常
に
正
し
い
と
論
じ
た
。
ル
ソ
ー
に
よ
れ
ば
、
真
の
自
由
と
は
、
一
般
意
志
が
立
て
た
法
に
従
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し

実
際
に
は
、
一
般
意
志
と
は
、
投
票
の
結
果
判
明
し
た
多
数
派
の
意
志
を
指
し
、
多
数
派
と
異
な
る
意
見
を
持
っ
て
い
た
者
、
す
な
わ
ち
票

決
に
敗
れ
た
少
数
派
は
、
一
般
意
志
の
認
識
の
点
で
自
己
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
悟
る
、
つ
ま
り
自
分
が
真
に
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

知
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
に
お
い
て
は
、
一
般
意
志
に
反
す
る
少
数
意
見
の
存
在
は
許
容
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
一
般
意

志
へ
従
う
よ
う
強
制
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
、
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
が
孕
ん
で
い
た
上
述
の
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
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が
定
式
化
し
た
、
国
民
的
同
質
性
お
よ
び
同
種
性
に
立
脚
し
た
民
主
主
義
論
は
、
国
民
的
同
質
性
に
包
摂
さ
れ
な
い
者
、
す
な
わ
ち
少
数
者

の
排
除
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
個
人
の
自
由
や
自
律
、
個
性
、
自
己
決
定
、
少
数
者
の
権
利
の
保
護
、
少
数
意
見
の
尊
重
、

人
権
と
い
っ
た
、
個
人
の
尊
重
と
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
価
値
は
、
民
主
主
義
的
に
正
統
化
さ
れ
た
「
人
民
の
意
志
」
の
名
の
下

に
容
易
に
否
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
人
民
と
同
一
化
し
、
人
民
の
意
志
を
代
表
す
る
指
導
者
に
対
し
て
、
人
民
が
拍
手
喝
采
を
通
じ
て
賛
意

を
表
明
す
る
こ
と
が
民
主
主
義
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
民
主
主
義
論
が
い
か
な
る
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
が
痛
切
に
認
識
す
る

こ
と
に
な
る
。
人
間
の
尊
厳
、
個
人
な
い
し
個
性
の
価
値
を
否
定
す
る
政
治
勢
力
が
国
民
の
多
数
の
支
持
を
獲
得
し
、
合
法
的
に
政
治
権
力

を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
し
て
一
切
の
他
の
政
治
党
派
を
非
合
法
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
旦
掌
中
に
収
め
た
権
力
を
永
続
的
に
保

持
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
定
式
化
し
た
形
式
的
民
主
主
義
が
い
か
に
無
力
で
あ
っ
た
か
が
露
呈
す
る
の
で
あ
る
。
実
質
的
内

容
と
関
連
を
も
た
な
い
民
主
主
義
は
、
政
治
的
意
志
の
決
定
過
程
に
何
の
歯
止
め
を
も
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て

彼
は
よ
う
や
く
、「
不
可
分
の
国
民
的
同
種
性
」
が
欠
如
す
る
場
合
を
想
定
し
、
一
般
意
志
へ
の
服
従
を
少
数
派
に
強
制
す
る
こ
と
は
、
民

主
主
義
の
名
の
下
の
「
暴
力
的
強
制
」
に
他
な
ら
な
い
、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
（
法
学
）
学
位
論
文
（
二
〇
一
七
年
九
月
二
六
日
学
位
授
与
）
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
稿
を
執
筆
す
る
過
程
で
、
権
左
武
志
教
授
か
ら
多
く
の
重
要
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
論
文
を
審
査
し
て
く
だ
さ
っ
た
辻

康
夫
教
授
、
田
口
正
樹
教
授
よ
り
、
貴
重
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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